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招

商

局

史

局

面

の

|
|
』
旗
昌
公
司
買
牧
事
件
に
つ
い
て

l
l

一
九
世
紀
後
牢
か
ら
二

O
世
紀
初
期
に
か
け
て
の
清
末
航
運
史
上

に
あ
っ
て
、
招
商
局
は
二
つ
の
特
徴
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
、
我
々

の
注
意
を
ひ
く
。
そ
の
一
つ
は
、
中
園
人
汽
船
曾
祉
の
う
ち
、
招
商

局
は
創
立
さ
れ
た
の
が
最
も
古
い
ば
か
り
で
な
く
、
所
有
汽
船
の
隻

数
、
屯
数
に
お
い
て
、

ま
さ
に
他
曾
祉
を
取
き
ん
で
た
屋
倒
的
比
重

を
占
め
て
い
た
乙
と
で
あ
る
。
清
末
嘗
時
、
招
商
局
の
所
有
汽
船
は

二
九
隻
、

こ
れ
に
謝
し
て
他
の
曾
祉
は
多
く
て
六
隻
七
隻
の
汽
船
を

も
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
一
九
一

四
年
、
中
国
所
有
汽
船
穂
屯

数
九
二
、
六
四
九
屯
の
う
ち
、
招
商
局
の
汽
船
屯
数
は
五

七。

二
屯
、
す
な
わ
ち
中
国
汽
船
線
屯
数
の
う
ち
貫
に
五
六
%
に
及
ぶ
汽

船
を
、
招
商
局
一
祉
が
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
も
う
一
つ
の
招

北

宇f

直

敬

商
局
の
特
徴
は
、
そ
の
企
業
形
態
が
い
わ
ゆ
る
「
官
督
商
排
」
で
あ

っ
た
ζ

と
で
あ
る
。
と
の
企
業
形
態
は
、
閣
知
の
遇
り
清
末
中
園
で

西
欧
的
近
代
産
業
の
導
入

・
育
成
に
あ
た
り
採
用
さ
れ
た
も
の
で
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形
態
そ
れ
自
鵠
は
必
ず
し
も
特
殊
中
図
的
と
断
定
で
き
な
い
か
も
し

し
か
し
ζ

れ
が
清
末
産
業
史
上
で
果
し
た
役
割
、

れ
な
い
け
れ
ど
、

あ
る
い
は
興
え
た
数
果
と
い
う
貼
に
な
る
と
、
既
に
言
わ
れ
て
い
る

遁
り
極
め
て
重
大
な
も
の
が
あ
っ
た
。
招
商
局
が
、
上
海
機
器
織
布

局
と
な
ら
び
、
官
督
商
緋
の
代
表
例
と
し
て
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ

れ
る
の
は

と
の
意
味
か
ら
で
あ
ろ
う
。

か
よ
う
に
招
商
局
は
、
清
末
航
運
史
上
で
第
一
に
か
ぞ
え
ら
れ
る

汽
船
曾
枇
で
あ
り
、

ま
た
注
目
す
べ
き
特
色
を
も
っ
た
曾
枇
で
あ
る

が
、
こ
れ
が
同
治
一
一
年
(
一

八
七
二
)
の
年
末
に
創
立
さ
れ
て
以

来
、
そ
の
曾
世
襲
蓬
史
の
幾
段
階
か
の
う
ち
最
も
穎
著
な
一
段
階
を



劃
し
た
と
み
ら
れ
る
の
が

乙
こ
で
の
ベ
る
旗
昌
公
可
の
買
収
事
件

で
あ
る
。
そ
れ
は
光
緒
二
年
(
一
八
七
六
〉
の
年
末
か
ら
翌
三
年
初
頭

に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
買
枚
事
件
の
招
商
局
史
に
も
つ
重
要
性

に
つ
い
て
は
、

一
九
三

O
年
、
嘗
時
招
商
局
線
排
で
あ
っ
た
李
仲
公

が
申
報
紙
上
に
護
表
し
た
談
話
が
、
何
よ
り
も
よ
く
停
え
て
い
る
。

旗
昌
公
司
の
買
枚
は
招
商
局
護
展
の
劃
期
的
事
件
で
あ
っ
た
。
と

の
時
に
於
け
る
船
数
の
増
加
は
云
う
に
及
ば
ず
、
今
日
の
鴫
頭
や

不
動
産
の
優
越
性
は

と
の
奉
に
よ
っ
て
基
礎
が
定
ま
っ
た
。
光

緒
二
年
に
買
牧
を
協
議
し
た
際
の
債
格
は
二
百
高
南
に
落
ち
つ
い

た
が
、
招
商
局
の
資
本
は
政
府
と
民
間
の
醸
出
し
た
も
の
を
合
せ

て
も
百
徐
高
に
す
ぎ
な
い
。
幸
い
に
李
鴻
章
が
南
江
線
督
洗
藻
槙

と
共
に
上
奏
し
て
::・・
(
中
略
)
:
・
:
・
合
せ
て
百
高
の
資
本
を
融
通

し
て
貰
っ
て
、
漸
く
買
収
が
貫
現
し
、
全
国
最
大
の
汽
船
曾
祉
と

な
り
、
外
国
人
の
太
古
、
恰
和
雨
禽
祉
を
凌
駕
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
嘗
時
太
古
は
八
隻
、
恰
和
は
六
隻
の
汽
船
し
か
所
有
せ
ず
、

招
商
局
は
こ
れ
に
謝
し
て
、
新
奮
合
せ
て
二
六
隻
を
有
し
、
綴
然

と
し
て
航
海
業
界
の
覇
者
で
あ

っ
た。

こ
の
談
話
の
中
に
み
ら
れ
る
若
干
の
誤
り
を
訂
正
し
、

い寺晶、

ζ 

れ
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に
意
見
を
補
う
こ
と
に
よ
り
、
旗
昌
公
司
買
収
事
件
の
も
つ
劃
期
的

意
義
を
整
理
し
て
み
る
と
、
衣
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ω旗
昌
公
司
買
枚
前
の
招
商
局
の
資
本
金
は
、
政
府
、
銭
荘
な
ど

か
ら
の
借
入
金
と
商
股
を
合
せ
て
二
、
一
八
八
、

O
三
六
雨
で

あ
っ
た
の
に
封
い
、
旗
昌
公
司
買
枚
費
は
二
二
二
世
尚
南
で
、
招

a

商
局
の
資
本
金
は
買
牧
に
よ
っ
て
倍
加
し
た
。

制
買
牧
前
の
招
商
局
の
船
数
一
四
隻
(
小
船
す
な
わ
ち
小
蒸
汽
を

除
く
〉
で
あ
っ
た
の
に
封
し
、
買
収
に
よ
り
一
六
隻
を
加
え
て

一
翠
に
三

O
隻
と
な
っ

h
。
と
れ
以
後
、
清
末
ま
で
招
商
局
の

所
有
船
数
は
全
く
増
加
を
み
な
か
っ
た
。
，

一71一

制
右
の
一
六
隻
の
汽
船
は
大
型
の
江
船
海
船
の
み
を
か
ぞ
え
た
も

と
れ
以
外
に
小
輪
船
、
駁
船
(
鮮
)
、
葺
船
、
桟
房
、

，

の
で
、

馬
頭
、
機
器
廠
そ
の
他
雑
具
を
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
買
枚
に

よ
る
招
商
局
の
撹
張
は
い
っ
そ
う
大
と
な
る
。

制
招
商
局
は
も
と
上
海
・
天
津
開
の
総
迭
を
主
と
し
た
も
の
で

同
治
二
二
年
下
牢
期
か
ら
揚
子
江
航
路
に
乗
り
出
し
た
も
の

の
、
江
船
は
と
の
時
製
造
し
た
三
隻
に
す
ぎ
な
か
っ
た
(
別
に

小
船
は
三
隻
あ

っ
た
)
。

こ
れ
に
劃
し
て
旗
昌
公
司
は
も
と
揚

子
江
航
路
総
迭
を
主
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
乙
れ
を
買

政
す
る
乙
と
で
、
招
商
局
は
同
航
路
を
大
い
に
強
化
す
る
こ
と
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が
で
き
た
。

旗
問
問
公
司
寅
牧
の
も
つ
意
義
は
右
の
通
り
で
あ
る

と
こ
ろ
が
光
緒

六
年
(
一
八
八

O
)
に
な
っ
て
、
こ
の
貿
牧
事
件
に
関
す
る
王
先
謙

の
弾
劾
上
奏
が
あ
り
、
更
に
翌
七
年
に
か
け
て
劉
坤
一
、
李
鴻
章
に

よ
る
招
荷
馬
嘗
事
者
に
謝
す
る
非
難
あ
る
い
は
滞
護
が
あ
っ
て
、
こ

こ
に
は
し
な
く
も
貿
牧
事
件
を
め
ぐ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
暴
露
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
稿
の
自
的
は
、
こ
の
旗
向
日
公
司
買
牧
事
件
の

裏
面
史
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
裏
面
史
を
明
か
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
清
末
の
企
業
あ
る
い
は
企
業
携
賞
者
の
も
っ
て
い

た
様
々
の
特
色
を
知
る
若
干
の
示
唆
を
得
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

)
 

1
4
 

(
 

中
圏
近
代
経
梼
史
統
計
資
料
選
輯
、
ニ
ニ
七
真
、
二
五
ニ
頁
。

p
z
i

mwHJ弓
2
r
2
w
〉
・
い
わ
ま
ロ

mww印
何
何
回
円
}
〕
可
阿
ロ

L
g
H
H
EロN
巳
FopMM・
8
に

あ
げ
ら
れ
て
い
る
数
字
と
は
若
ゴ
の
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

は
大
盤
を
知
れ
ば
よ
い
か
ら
、
こ
む
ね
濯
の
検
討
は
行
わ
な
い
。

宮
崎
市
定
「
招
蕗
屈
の
略
史
」
〈
東
洋
史
研
究
一
一
ノ
ニ
)
よ
り
引
用
。

3
5
2
d
Z
3
0℃
・
の
X
e

℃
e
H
M
G

第
一

O
表

李
鴻
輩
「
論
維
持
招
高
局
付
輪
船
招
蕗
局
公
議
節
略
L

詳
署
画
稿
審
七

(
光
緒
一
ニ
年
)
。
も
っ
と
も
一
一
一

O
隻
と
い
う
隻
敢
に
つ
い
て
は
異
論
も

あ
る
。
前
記
の
李
仲
公
の
文
章
で
は
ニ
六
隻
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た

明

2
2
4
q
2
r
2
氏
は
一
七
隻
か
ら
三
三
隻
に
な
っ
た
と
し
て
い
る

(
0日

γ

♀
?
匂
・
民
ぬ
)
。
か
よ
う
に
奥
っ
た
数
字
が
出
て
く
る
の
は
、
一

つ
は
小
飢
仰
を
加
え
る
か
除
く
か
に
よ
り
、
ま
た
一
つ
に
は
、
藤
船
間
様

(4) (3) (2) 

(6) (5) 

の
も
の
ま
で
加
え
る
か
ど
う
か
に
も
よ
る
。
こ
こ
で
は
「
節
略
」
の
記

述
に
よ
っ
て
お
く
。

「
節
略
」
参
照
。

開
口
の
句
。
目
。
}
民
主
宮
田

E
g
w
℃・

8
∞、

ω}Mmwロ
mgF

印

Z
m
M
5
2
2石川凶
l

巳

OHH
の
0

・
の
項
を
参
照
。

揺
商
局
の
設
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
波
多
野
善
大
「
中
関
近
代
工
業
史

の
研
究
」
ニ

O
六
頁
以
下
花
詳
し
い
説
明
が
あ
る
。

(7) 
旗
昌
輪
船
公
司
∞
}
戸
内
WHM伺
r
巳

2
2
5
2
2山

m
E
Z
H
M
の
0
・
トま

米
系
高
一
位
ラ
ッ
セ
ル
商
会
〈
旗
回
日
洋
行
問

5
2口
除
。
0
・
〉
の
子
曾

上
海
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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一
位
で
あ
っ
て
、

一
八
六
二
年
、

ラ
ッ
セ
ル
商
曾
は
一
八
二
四
年
、
慶
州
に
設
立
さ
れ
、
四
六
年
す
な
わ

ち
五
口
開
港
直
後
に
上
海
に
支
広
を
設
け

の
ち
上
海
に
本
版
を
移

し
た
。
と
こ
ろ
が
六

O
年
の
北
京
傑
約
に
よ
っ
て
揚
子
江
航
路
が
外

圏
船
に
開
放
さ
れ
た
た
め
に
、
間
商
曾
は
、
い
ち
は
や
く
上
海
に
旗

岡
田
公
司
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。
設
立
の
目
的
が
揚
子
江
航
路
す
な

わ
ち
上
海

i
九
江

i
漢
口
問
航
路
の
開
拓
に
あ
っ
た
こ
と
は

い
h

ワ

ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
雷
時
、
欧
洲
航
路
は
、

P
@
O
あ
る
い
は

ブ
ル
!
・
フ
ァ
ン
ネ
ル
な
ど
の
英
系
汽
船
曾
祉
の
ほ
ぼ
濁
占
に
近
い

藤
一
倒
的
な
勢
力
の
下
に
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
米
系
旗
昌
公
司
が
揚



子
江
航
路
で
ひ
と
り
優
位
に
立
ち
得
た
の
は

ひ
と
つ
に
は
同
航
路

が
新
設
の
魔
女
航
路
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も

い
ま
ひ
と

つ
主
要
な
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ζ

う
で
あ
る
。
同
航
路
に
は
海

船
す
な
わ
ち
航
洋
船
よ
り
む
し
ろ
河
船
を
用
い
る
方
が
技
術
的
に
能

率
が
よ
く
、
有
利
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
同
航
路
は
ア
メ
リ
カ
北
部

の
内
河
航
路
と
よ
く
似
た
保
件
に
あ
り
、
河
船
は
専
ら
ア
メ
リ
カ
河

船
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

も
と
よ
り
英
系
曾
祉
と
い
え
ど

も
、
と
の
新
し
く
開
放
さ
れ
そ
し
て
豊
か
な
将
来
性
を
も
っ
新
航
路

に
食
指
を
動
か
さ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
右
の
よ
う
な
技
術

的
な
理
由
も
あ
っ
て
、
同
航
路
に
乗
り
出
す
の
は
や
や
時
期
が
お
く

れ
た
。
英
系
有
力
曾
祉
の
一
つ
太
古
洋
行

FH

は
、
遁
説
で
は
六
七
年
に
の

E
ロ白

Z
Sー釘
E
F
Oロ
の
0
・

し
て
同
航
路
に
乗
り
出
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、

を
設
立

一
説
で
は
、

こ
の
時

太
古
が
同
航
路
に
走
ら
せ
た
の
は
小
輸
船
に
す
ぎ
な
い
の
で
、

ジ
ヨ

ー
ン
・
ス
ワ
イ
ヤ
ー
が
ブ
ル

l
・
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
汽
船
を
譲
り
受
け

ヱ
ハ
万
ポ
ン
ド
の
資
本
金
で
の
Z
の
を
組
織
し

い
よ
い
よ
本
格

的
に
同
航
路
に
乗
り
出
し
た
の
は
七
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ、

そ
し
て
こ
の
説
が
む
し
ろ
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
太
古
と
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な
ら
ぶ
も
う
一
つ
の
有
力
曾
祉
恰
和
洋
行
』
阻
止
古
刊
宮
巳
宮
∞
O

ロ

待
。
0

・
が
同
ロ
仏
0
・
。
}
戸
山
口
同
∞
芯
白

B

Z
白
4FmE-oロ
の
0

・

し
た
の
も
、
通
説
で
は
七
五
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。

設
立
は
八
一
年
で
あ
る
と
い
う
の
が
正
し
い
)

を
設
立

(
乙
れ
も
正
式

い
ず
れ
に
し
ろ
英
系
の
太
古
、
恰
和
が
揚
子
江
航
路
を
見
逃
が
さ

な
か
っ
た
と
と
は
事
買
で
あ
る
。

こ
れ
ら

し
か
し
上
述
の
よ
う
に

曾
祉
が
同
航
路
に
本
格
的
に
乗
・り
出
し
た
の
は
七
二
年
か
ら
七
五
年

頃
、
す
な
わ
ち
同
治
一
一
年
か
ら
光
緒
元
年
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
故
、
そ
の
頃
に
到
る
ま
で
の
揚
子
江
航
路
に
お
い
て
、
旗
昌
公

司
が
塵
倒
的
な
勢
力
を
も

っ
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る

-73ー

が
、
事
貫
、
同
公
司
の
営
業
成
績
は
、
最
初
の
四
年
(
六
二
年
か
ら

六
六
年
ま
で
)
と
そ
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
も
の
の
、

そ
れ
に
つ
づ

く
七
・
八
年
間
(
六
七
年
か
ら
七
三
年
七
四
年
頃
ま
で
)
は
甚
だ
よ

く
、
公
司
は
繁
祭
を
き
わ
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
の
貼
に
つ
き

沈
藻
槙
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
「
上
海
洋
行
輪
船
最
著
者
。
美
園
田
旗

と
の
'̂' 
て
い
る
の
で

争 旗。(8)昌

捷
足
先
得

幾
以
長
江
矯
一専
家
之
利
。
」

昌
。
英
国
日
太
古
。

出
費
者
に
は
中
園
人
も

参
加
し
て
い
た
。
最
も
正
確
に
近
い
と
思
わ
れ
る
推
定
に
よ
る
と
、

同
公
司
の
設
立
首
時
の
資
本
金
は
一

O
O高
雨
、
出
費
者
に
は
次
の

旗
昌
公
司
は
米
系
合
同祉
で
は
あ

っ
た
が
、
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二
種
類
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
第
一
は
ラ
ッ
セ
ル
商
曾
の
メ
ソ
パ

ー
、
第
二
は
中
園
人
出
費
者
、
第
三
は
上
海
の
外
入
国
髄
Q
O
H
m
-
m
ロ

n
o
S
E
E
M
-々
一)
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
外
人
圏
僅
の
出
資
額
が
三

O

高
な
い
し
四

O
高
雨
、
残
り
六

O
l
七

O
高
南
は
右
の
ラ
ッ
セ
ル
商

曾
メ
ン
バ

ー
と
中
園
人
出
資
者
の
出
資
額
で
あ
る
が
、
そ
の
過
牟
は

む
し
ろ
中
国
人
の
出
資
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
と
す

れ
ば
中
園
人
の
同
公
司
設
立
首
初
に
お
け
る
出
資
額
は
、
少
な
く
見

積
つ
で
も
四

O
寓
雨
前
後
は
あ

っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

ぅ
。
そ
し
て
中
国
人
出
資
者
は
設
立
首
時
九
人
、
毎
年
の
同
公
司
線

加山
「

曾
名
簿
に
は
、
別
に
六
人
の
名
前
が
散
見
さ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
旗

昌
公
司
は
そ
の
設
立
嘗
時
か
ら
中
外
合
排
事
業
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
そ
の
後
、
同
公
司
は
二
二

O
高
雨
あ
る
い
は
二
百
数
十
高
雨
に

同

増
資
さ
れ
た
。
買
収
直
前
の
同
公
司
で
中
園
人
の
出
資
者
、
出
資
額

が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
判
明
し
な
い
。

と
の
貼
に
つ

李
鴻
章
は
、

き
、
出
費
者
は
湖
洲
の
顧

・
陳
二
家
の
み
で
、
出
資
額
は
二

O
蔦
雨

し
か
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
が
、
上
越
の
事
情
か
ら
考
え
て
、

ζ

れ

は
事
貰
か
ら
遠
く
、
相
嘗
数
の
出
費
者
が
存
在
し
た
も
の
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
旗
昌
公
司
は
、
太
古
が
揚
子
江
航
路
に
本
格
的
に

乗
り
出
す
七
二
年
(
同
治
一
一
〉
噴
ま
で
、
同
航
路
で
は
「
尊
家
之

利
」
を
牧
め
て
い
た
。

同
公
司
の
股
票
は
一
股
票
一

O
O雨
で
あ
っ

た
が
、
枚
盆
の
多
い
頃
に
は
、

こ
れ
が

一
四

O
南

・一

五

O
南
あ
る

い
は
二
O
O
雨
で
買
買
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
七
二
年

頃
か
ら
太
古
の
競
字
が
始
ま
っ
た
。
洗
葎
槙
は
前
引
の
文
章
に
つ
*
つ

け
て

「
太
古
縫
起
、
互
信
傾
乳
、
震
貨
搭
客
、
障
時
鉄
債
、
雄
勝
本

帥

有
所
不
計
、
捕
其
意
非
併
呑
不
己
」
と
の
べ
て

い
る
。
つ
い
で
招
商

局
が
同
治

一
一
年
の
年
末
に
設
立
さ
れ
、
翌
年
夏
か
ら
事
業
が
本
格

的
と
な
り
、
二
一
祉
の
競
争
に
加
わ
っ
た
。
か
く
て
旗
昌
、
太
古
、
招

商
局
三
祉
の
競
争
は
ま
す
ま
す
激
し
い
も
の
と
な
り
、
船
賃
は
従
来

の
字
額
か
ら
極
端
な
場
合
は
三
分
の
一
ま
で
下
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
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の
運
賃
値
引
き
競
字
に
よ

っ
て
。
三
位
が
と
も
に
相
首
の
打
撃
を
う

け
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
太
常
寺
卿
陳
蘭
彬
は
光
緒
二
年
一

O
月
二
四
日
の
奏
議
文
の
中
で
こ
う
の
べ
て
い
る
。
招
商
局
設
立
以

前
、
外
国
船
の
収
入
は
(
こ
こ
で
は
揚
子
江
航
路
だ
け
で
な
く
治
海

航
路
も
含
め
て
で
あ
る
が
)
毎
年
約
七

八
七
七
千
徐
雨
で
あ
っ

た
。
招
商
局
開
設
後
、
外
園
船
の
枚
入
減
少
分
は
三
カ
年
(
恐
ら
く

同
治
一
二
、

二二
、
光
緒
元
年
)
合
計
四
、
九
二
三
千
絵
雨
で
あ

り
、
ま
た
運
賃
下
落
に
よ
る
枚
入
減
少
分
は
三
カ
年
合
計
八

六
千
絵
雨
、

二
つ
を
合
せ
る
と
洋
商
の
投
入
減
少
分
は
約
一
千
三
百



高
徐
南
に
な
る
と
い
う
。
と
の
競
争
に
よ
り
最
大
の
打
撃
を
う
け
た

の
は
べ
三
一
吐
の
う
ち
旗
昌
公
司
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
な
ぜ
な

ら
他
の
二
一
世
は
競
字
に
よ
る
打
撃
を
カ
バ
ー
す
る
何
ら
か
の
手
段
を

も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
太
古
に
つ
い
て
い
え
ば
、
太
古
の
事
業

は
外
洋
航
路
で
一
流
の
英
系
ブ
ル
l
・
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
事
業
の
一
部

後
者
の
後
援
が
あ
っ
た
。

海
・
天
津
間
の
貢
米
輪
迭
を
政
府
か
ら
濁
占
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た

を
受
け
も
つ
も
の
で

招
商
局
は
、

し
、
ま
た
李
鴻
章
の
後
援
が
あ
っ
た
。

と
れ
に
反
し
旗
昌
公
司
は
揚

子
江
航
路
の
「
尊
家
」
と
し
て

と
の
航
路
を
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
頼

り
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
同
航
路
に
お
け
る
濁
占
的
地
位
が
破

れ
れ
ば
、

そ
の
打
撃
は
決
定
的
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
同
公
司
の
営
業
成
績
は
み
る
み
る
不
振
と
な
っ
た

と
の
と
と

は
同
公
司
の
股
票
債
格
の
急
落
と
い
う
事
買
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。

上
述
の
よ
う
に
股
票
一

O
O雨
は
一
時
二

O
O雨
に
ま
で
上
っ
た
の

で
あ
る
が
、
招
商
局
設
立
以
後
、

こ
れ
が
額
面
の
牢
値
く
ら
い
ま
で
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急
落
し
た
の
で
あ
る
。
劉
坤
一
に
よ
れ
ば
七

O
徐
雨
あ
る
い
は
六
、

七
O
雨
と
い
川
、
徐
潤
に
よ
れ
ば
光
緒
二
年
冬
に
五
六
雨
ま
で
お
ち

た
と
あ
川
、
ま
た
王
先
謙
は
五

O
雨
上
下
に
な
っ
た
と
い
っ
て
い

旬
。
い
ず
れ
に
し
ろ
旗
昌
の
う
け
た
打
撃
は
思
い
の
外
に
深
刻
な
も

の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
光
緒
二
年
(
七
六
年
〉
冬
、
招
商
局
に
よ

る
旗
昌
公
司
の
買
収
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
買
牧
の
時
、
旗
昌
の

資
産
は
別
表
の
遁
り
で
あ
っ
た
。

上

旗昌公司の資産 (1)

(上海雨)

(1)輪船 16隻 1， 488， 000 
(2) 小輪船，駁船，救火機器，機器廠 85，600 
(3) 上海桟房馬頭等 763，600 
(4) 漢口，九日，上海蓮船 110，000 
(5) 其他雑器具類 60，000(') 

(6) 小計 2，500，000 
(7) 折足(3) 2，000，000 

(8) 漢口，九江，鋲江，寧波，天津各馬頭洋棲

横房及花紅一切 220，000 
(9) 合計 2，220，000 

(1) 招商局来菓及附録より作成。海防償，甲，購

買船隊(3)No.599，沈夜槙摺附。

(2) 正確な数字ではない。原文には約6寓とある。

(3) 時僚に照して割引き許慣したもの。寅際には

交渉により値引したもの。
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開

ωw
問
】

-m
o
p
z
ω
}戸
田
口

m
y
g
ω
芯白

5
2
2
-
m恒三
O

ロ
の
D
-
J
匂

-
h
p

∞p

haHN5Z]

一除。
0
・
=
参
照
。

〉
ニ

S
・
o・(

U

・
hw
〉
・
。

-uoロ
巳
手
O
『ロ
m
w
d〈

g
芯
H
口
開
ロ
同
町
同
問
肖
2
0

5
明
白
円
肘

8
5
5
開
門

S
O
B
-
n
U
2
0
-
o司
g
g
p
H
Y
H
M由

米
里
紋
吉
「
長
江
航
運
史
」
五
頁
。
満
徹
調
査
課
「
支
那
に
お
け
る
列

(2) (3) 
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)
 

4
 

(
 

図
の
海
運
勢
力
」
八
四
頁
。
孫
師
毅
(
編
)

九
七
頁

出
v己
♂
句
-HWJ

∞-EO
間
口
口
口
。
一
日
目

7
2
円O
『可

O
同
〉
ロ
5
ι

同
o
r
b

(U
O
B
-
v白ロ可

O
同
ピ
〈
mw

門司
o
o
f
H∞田町
l
H
U
H
P
U
・位
。
た
だ
し
〉
一
一

g

h
w
u
o
ロロ
X
F
D
門口
P

。日
y

n
F

司・

ω印
で
は
七
三
年
と
し
て
い
る
。

民
uLo
氏
の
研
究
は
商
禽
の
各
種
文
書
を
利
用
し
て
信
頼
で
き
る
も
の

で
あ
る
。

注
刷
参
照
。
た
だ
し
三
番
の
う
ち
満
織
の
も
の
は
七
七
年
と
し
て
い
る

が
、
乙
れ
は
誤
植
か
誤
り
で
あ
ろ
う
。

〉
ニ
g
h
w
ロ
ロ
ロ
ヨ
円
『
O
E
O
-
c
u
・
2
グ
旬
・

8
・
HM
∞

HWωw
同】・印{〕∞
w
D
U
・
2
?

潟
防
催
、
甲
、
購
買
船
磁
(
三
)
九
四
八
頁
、
審
制
四
六

O
O腕
「
線
箸

校
軍
機
廃
交
出
爾
江
総
督
洗
夜
禎
摺
」
。

中
園
近
代
史
資
料
叢
刊
「
洋

務
運
動
」
六
冊
一
ニ
頁
に
も
同
じ
文
掌
が
あ
る
。

町内ロ巾
Hd司
m
H
r
m
3
0
司
・
ロ
ュ
・
旬
-M∞
Y

ロ
D
芯
∞
ω-HWω

に
は
一

0
0

寓
ポ
ソ
ド
と
あ
る
。
い
ず
れ
が
正
し
い
か
剣
断
に
苦
し
む
け
れ
ど
、
前

者
の
記
述
は
旗
昌
公
司
に
闘
す
る
限
り
、
r
z
w
H
P
(U-w

出
口
白
ロ
ロ一口町

内
凶

ω
Z白
g
-zmW42同白一件目。
ロ
の
O
B唱曲口〕『いロ

(
U
Y
5
P
]戸∞白
H
|
∞
凶
(
予
巾

切口
印5
2
z
z
g
q
H
N
0
2
2F

M
∞・

NW
』ロ
E
w
S
忠
)
に
よ
る
も
の

で、

ζ

れ
を
正
し
い
と
考
え
る
乙
と
に
す
る
。

町
内

WEmH者
四
円
}
内
向

HWOHM-

口広・

問。戸内円
d
Z
H
r
m
H
W
O
司
・
門
戸
司
-
HM由
・

こ
れ
も
前
記

F
E
論
文
に
よ

る
も
の
。

光
絡
六
年
一

O
月
二
六
日
王
先
謙
奏
(
王
先
端
略
自
定
年
譜
谷
上
)
に
は

ニ
ニ

O
徐
古
尚
南
と
あ
り
、
光
緒
七
年

一
月
一
五
日
劉
坤
一
摺
(
劉
坤
一

「
中
園
現
代
交
通
史
」

二

(5) (8) (7) (6) (9) (11) (10) 自由

(13) 

遺
集
二
冊
奏
疏
倉
一
七
)
に
は
二
百
数
十
高
爾
と
あ
る
。
開

ω
に
は
二

二
O
高
ポ
ン
ド
に
増
資
し
た
と
あ
る
が
、
さ
き
の
例
と
い
い
、
こ
れ
も

雨
を
ポ
ン
ド
と
誤
記
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

李
「
覆
南
洋
大
臣
雨
江
督
時
仙
寄
稿
」
海
防
構
、
向
上
九
五
八
頁
、
六

O

二
番
付
。

劉
坤
て
向
上
。

注
附
参
照
。

仲
山
夜
棋
の
文
、
注
刷
。

「
洋
務
運
動
」
六
附
九
頁
。

劉
坤
一
、
向
上
。
お
よ
び
光
緒
七
年
三
月
三
日
摺
(
同
)
。

徐
愚
祷
自
叙
年
譜
。

王
先
譲
、
同
上
。
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ω~ (1骨自由抑制帥 (14)
旗
昌
公
司
の
側
で
は
、
光
緒
二
年
の
春
に
は
す
で
に
曾
祉
を
譲
渡

す
る
意
思
を
も
っ
て
い
た
。

し
か
し
首
時
は
招
商
局
側
に
江
船
が
な

く
、
従
っ
て
旗
回
目
と
し
て
は
、

赤
字
に
な
っ
て
い
て
も
、

運
賃
引
下
げ
競
字
の
た
め
校
盆
こ
そ

な
お
揚
子
江
航
路
に
お
け
る
優
位
に
頼
む

と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
前
年
に
護
注
し
て
い
た
招

商
局
の
江
船
二
隻
(
江
寛
蹴
、
江
永
蹴
)
が
完
成
し
、
同
航
路
に
就

乙
れ
で
旗
昌
の
優
勢
は
や
ぶ
れ
、

同
公
司

は
譲
渡
そ
決
意
し
た
の
で
あ
る
。
買
枚
交
渉
が
貫
際
に
は
じ
ま
っ
た

航
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。



の
は

一
一
月
に
入
つ
℃
以
後
と
推
定
さ
れ
る
。
招
商
局
線
排
唐
廷

掘
、
曾
排
盛
宣
懐
お
よ
び
徐
潤
、

ま
た
朱
其
詔
(
裏
排
と
も
い
わ
れ

る
が
、

そ
の
地
位
は
明
確
で
な
い
)
等
が
南
京
に
て
南
洋
大
臣
南
江

総
督
洗
夜
棋
に
曾
見
し
、
買
収
に
要
す
も
資
金
の
融
通
を
依
頼
し
た

の
が
一
一
月
一
三
日
で
あ
る
。
そ
の
直
前
の
交
渉
経
過
お
よ
び
連
絡

日
数
を
計
算
に
入
れ
て
も

一
三
日
か
ら
逆
算
し
て
多
分

一
O
日
く

ら
い
以
前
の
乙
と
で
あ
ろ
う
。

上
海
に
常
駐
し
て
招
商
局
の
事
務

を
と
っ
て
い
た
の
は
徐
潤
ひ
と
り
で
あ
う
た
。

そ
ζ

に
瑞
生
洋
行

(
切
ロ
ロ

r
r包
印
公
W
M
1

日。

。0

・
〉
の
卜
加
士
達
(
原
績
不
明
)
な
る
者

が
買
攻
の
話
を
持
込
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
以
下
の
下
交
渉
に
つ
い

て
は
徐
潤
の
手
記
が
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
旗
昌
の
主
張
す
る

譲
渡
債
格
は
「
二
百
五
六
十
高
南
」
で
数
日
中
に
決
定
し
て
く
れ
と

と
の
時
、
唐
廷
植
は
肩
州
に
行
き
、
盛
宣
懐
は

武
穴
に
行
っ
て
共
に
不
在
で
あ
っ
た
。
徐
潤
は
や
む
な
く
局
員
巌
芝

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

椙
(
議
不
明
)
と
二
人
で
一
晩
協
議
の
す
え
「
旗
昌
全
盤
何
止
僅
値

309 

二
百
五
六
十
高
:
:
:
」

.と
い
う
こ
と
で
買
枚
す
る
と
と
に
き
め
、
翌

日
、
買
牧
値
二
二

O
高
と
先
方
に
返
答
し
た
。
そ
の
午
後
旗
昌
は
、

と
れ
に
封
す
る
回
答
と
し
て
一
一
一
一
五
高
ま
で
譲
歩
し
た
。
徐
潤
は
再

び
二
二

O
高
の
原
案
に
二
蔦
を
加
え
、
結
局
買
牧
債
格
は
二
二
二
蔦

で
双
方
一
致
し
た
。

ζ

の
買
収
債
格
二

一一
二
高
雨
が
の
ち
に
問
題
と

ζ

う
し
て
徐
潤
と
旗
昌
の
下
交
渉
は
、
徐
潤
の

な
る
一
酷
で
あ
る
。

手
記
を
信
用
す
る
限
り

わ
ず
か
二
日
で
お
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
徐

潤
は
直
ち
に
二
高
五
千
雨
の
(
恐
ら
く
)
手
付
金
を
出
し
、
支
梯
方

ま
ず
一

O
O蔦
雨
を
支
梯

法
に
つ
き
協
定
を
結
ん
だ
。

ぃ
、
残
り
は
引
き
績
き
分
割
排
い
と
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

彼
は
一
踊
州
に
使
者
を
派
し
て
唐
廷
植
を
よ
び
か
え
す
と
同
時
に
、
自

そ
れ
は
、

ら
は
武
穴
に
行
っ
て
盛
宣
懐
と
曾
い
、
盛
の
賛
成
を
得
て
共
に
南
京

に
引
き
返
し
た
。

こ
の
あ
た
り
は
徐
潤
の
手
記
と
盛
宣
懐
の
「
行

-77ー

述
」
と
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。

「
行
述
」

に
よ
れ
ば
、
旗
昌
に
譲
渡

の
意
思
が
あ
り
、
不
用
意
に
そ
れ
を
護
表
し
た
の
で
、
盛
は
そ
の
費

言
を
と
ら
え
、

こ
れ
か
ら
合
併
の
議
が
も
ち
あ
が
っ
た
と
と
、
そ
し

て
買
枚
債
格
は
三

O
O高
雨
か
ら
譲
歩
し
て
二
二
二
蔦
で
双
方
一
致

し
た
と
の
べ
て
い
る
。

信
頼
度
は
徐
の
手
記
の
方
が
高
い
け
れ
ど

も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
買
枚
交
渉
は
徐
ひ
と
り
で
行
っ
た
と
ば
か
り

は
言
え
な
い
の
で
あ

っ
て
、
盛
は
直
接
交
渉
を
自
分
で
行
う
こ
と
を

避
け
、

故
意
に
上
海
を
留
守
に
し
て
い
た
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
少
く
と
も
徐
と
盛
、
唐
の
三
人
は
早
く
か
ら
旗
昌
買
牧
の

プ
ラ
ン
を
ね
っ
て
い
た
こ
と
は
確
貫
で
、

ζ

れ
が
ま
た
の
ち
に
ス
キ
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ャ
ン
ダ
ル
と
し
て
問
題
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
盛
宣
懐
が

武
穴
滞
在
中
に
徐
と
曾
い

こ
の
時
は
じ
め
て
旗
昌
寅
枚
の
話
を
徐

か
ら
聞
い
た
と
い
う
徐
潤
の
手
記
の
表
現
は
、

不
正
確
さ
を
克
れ
が

た
い
。
盛
と
徐
は
武
穴
か
ら
南
京
へ
ひ
き
返
し
た
。
そ
こ
へ
唐
も
到

着
し
た
の
で
三
人
で
相
談
仏
、
か
く
て
沈
藻
棋
と
曾
見
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
れ
が

一
一
月
一

一一
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
曾
見
は

日
と
一

四
日
に
行
わ
れ
た
。
洗
の
奏
議
に
よ
っ
て
も

ま
た
徐
の
手

記
に
よ
っ
て
み
て
も
、
沈
葎
棋
は
最
初
、
旗
昌
買
枚
の
た
め
官
款
を

出
資
す
る
と
と
に
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
。
徐
の
手
記
に
よ
れ
ば

洗
は
「
初
め
款
な
き
を
も
っ
て
、
と
れ
を
拒
む
」
と
あ
る
。
沈
が
出
資

に
乗
り
気
で
な
か
っ
た
の
は
、
事
質
官
款
に
徐
裕
が
な
か
っ
た
こ
と

に
も
よ
る
が
、

し
か
し
そ
れ
だ
け
が
理
由
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
招
商
局
は
李
鴻
意
の
手
で
設
立
さ
れ

そ
の
資
金
も
商
股
を
別

に
す
れ
ば
殆
ん
ど
全
部
が
李
の
配
慮
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
招
商
局
は
北
洋
系
の
も
の
で
あ
る
。
沈
が
こ

れ
に
南
洋
系
の
資
金
を
出
資
す
る
と
と
は
、
結
局
そ
れ
を
李
鴻
章
に

利
用
さ
れ
る
と
と
と
な
る
。

ま
た
後
年
判
明
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
李

鴻
章
は
明
か
に
と
の
出
資
金
を
北
洋
系
で
利
用
し
よ
う
と
い
う
考
え

を
も
っ

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
出
の
拒
紹
に
あ
っ
て
、
盛
宣
懐
は
種

々
の
理
由
を
あ
げ
て
抗
の
説
得
に
つ
と
め
た
。
沈
の
奏
議
に
よ
る
と

盛
等
の
あ
げ
た
理
由
と
し
て
、
第
一
に
洋
人
は
一
七
日
を
年
末
と
す

る
が
(
貫
際
に
は

一
六
日
が
年
末
で
あ
っ
た
)
こ
の
年
末
が
旗
目
白
公

司
の
主
排
の
交
替
期
で
、
乙
の
時
期
を
逃
し
て
は
買
牧
が
む
つ
か
し

い
と
と
、
第
二
に
、
太
古

・
恰
和
の
競
字
は
績
く
け
れ
ど
も
、
旗
昌

買
牧
に
よ
り
規
模
の
大
き
く
な
っ
た
招
商
局
に
は
到
底
敵
で
な
い
こ

し
か
し
こ
れ
は
全
く
表
面
的
な
文
章
で
、
曾

見
の
真
相
は
、
徐
潤
の
手
記
の
方
が
、
よ
り
近
い
と
見
る
べ
き
で
あ

と
、
の
二
黙
が
あ
る
。

ろ
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
洗
の
拒
紹
に
あ
っ
て
、
盛
は
各
款
約
一

O

- 78一

O
高
を
都
合
す
る
と
答
え
た
。
そ
の
説
明
が
適
切
で
あ
っ
た
の
で
、

沈
も
や
や
心
が
動
い
た
が
、
な
お
資
金
が
不
足
す
る
の
で
再
考
す
る

と
と
に
し
て
別
れ
た
。
そ
し
て
翌
日
、
盛
宜
慎
は
更
に
「
某
鹿
」

か

ら
二
O
高
雨
を
都
合
で
き
る
と
申
出
た。

と
れ
で
資
金
は
一一

一一

O
蔦

南
全
部
調
達
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
出
謀
禎
も
一

O
O高
南
を

出
資
す
る
決
断
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。

員
は
上
海
に
踊
っ
た
。
そ
し
て
盛
は
二

O
高
南
を
都
合
し
、
江
海
開

一
五
日
、
盛
宣
懐
等
招
商
局

道
博
明
俊
光
か
ら
一

O
首
円
、
銭
荘
か
ら
一

O
寓
を
借
り
、
合
せ
て
四

O

高
雨
を
用
意
し
た
。

頭
批
二

O
菌、

一
八
日
旗
昌
公
司
と
草
議
を
定
め
、

一
二
月
一
八
日
に「一
批
二

O
菌、

一
九
日
に

一
月
一
七
日
に



批
六

O
高
を
支
掛
っ
て
旗
昌
公
司
資
産
の
移
管
を
す
ま
せ
、
残
り
一

O
O寓
は
分
割
排
い
に
す
る
ζ

と
、
更
に
一
一
一
一
高
は
六
カ
月
以
内
に

支
掛
う
こ
と
に
し
た
。
盛
等
は
以
上
の
契
約
そ
の
他
の
こ
と
を
文
書

に
ま
と
め
て
洗
藻
棋
に
遺
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
、
盛
が
自
ら
都

合
す
る
旨
を
洗
に
の
ベ
た
一
二

O
宮
内
の
調
達
方
法
が
書
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
盛
の
プ
ラ

γ
は
乙
う
で
あ
る
。
第
一
に
旗
昌

に
あ
る
華
商
の
存
股
二

O
高
を
そ
の
ま
ま
招
商
局
に
入
れ
る
。
こ
れ

は
李
鴻
章
が
洗
に
遺
っ
た
寄
稿
で
は
湖
州
の
顧
・
陳
雨
家
の
股
票
で

あ
っ
た
。
第
二
に
、
江
西
、
湖
北
、
湖
南
、
安
徽
、
准
北
各
地
の
瞳

引
一
引
に
つ
き
一
雨
を
割
嘗
て
、
合
計
七
九
高
二
千
雨
を
南
准
盟
運

そ
れ
で
も
不

使
を
も
通
じ
て
瞳
商
か
ら
募
集
し
て
も
ら
う
。
第
三
に
、

足
の
約
二

O
蔦
南
は
洗
を
遁
じ
て
貿
易
港
の
富
商
か
ら
募
集
し
て
も

と
の
盛
宣
懐
の
。
フ
ラ
ン
は
、
し
か
し
全
く
失
敗
に
お
わ
っ

た
。
貫
際
に
集
っ
た
商
股
は
、
わ
ず
か
四
高
五
千
南
徐
で
あ
っ
た
。

一
つ
の
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

ら
っ

ζ

れ
が
ま
た
後
年
、

一
O
O寓
南
の
調
達
を
引
受
け
た
洗
謀
棋
は
、
と
れ
を
衣

の
よ
う
に
し
て
集
め
九
。
ま
ず
管
下
の
江
寧
布
政
使
よ
り
一

O
蔦、

他
方
、

江
安
糧
道
と
江
海
開
遭
よ
り
各
二

O
高
、
合
せ
て
五

O
高
雨
を
一
月

311 

一
七
日
ま
で
に
調
達
さ
せ
た
。
ζ

の
う
ち
江
海
開
道
の
分
は
、
さ
き

に
盛
の
依
頼
で
一

O
寓
南
を
出
し
て
い
る
の
で
、
更
に
一

O
高
南
を

出
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
更
に
漸
江
巡
撫
楊
昌
溶
お
よ
び

江
西
巡
撫
劉
乗
嘩
か
ら
各
二

O
高
、
湖
慶
綿
督
(
こ
の
時
、
湖
北
巡

撫
翁
同
爵
の
粂
任
で
あ
っ
た
〉
か
ら
一

O
高
、
合
せ
て
五

O
蔦
を
集

め
た
。
劉
か
ら
は
一
一
一
月
一
八
日
付
の
、
品
調
か
ら
は
一
月
一
九
日
付

の
、
ま
た
腸
か
ら
は
二
月
九
日
付
の
、
と
れ
に
闘
す
る
上
奏
文
、が
あ

帥り
、
洗
藻
棋
の
議
定
し
た
官
款
は
二
月
ま
で
に
全
部
調
達
さ
れ
た
と

と
が
わ
か
る
。
最
初
に
盛
等
が
集
め
た
四

O
蔦
は
、
さ
し
あ
た
り
頭

批
銀
、
二
批
銀
合
計
四

O
蔦
を
契
約
通
り
支
掛
う
た
め
の
短
期
借
入

金
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
江
海
閥
道
の
一

O
蔦
は
別
と
し
て
残
り
コ
一

-79ー

O
高
は
、
官
款
が
集
ま
れ
ば
返
却
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
事

買
は
ど
う
庭
理
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。

と
も
か
く
以
上
の
ベ
た
旗
昌
公
司
の
買
収
経
過
を
ま
と
め
て
み
る

と
、
と
う
な
る
で
あ
ろ
う
。
買
枚
契
約
は
唐
、
盛
、
徐
等
招
商
局
員

の
手
で
結
ぼ
れ
た
。
買
牧
費
は
二
二
二
高
南
で
あ
る
。

ζ

の
金
額
は

双
方
交
渉
の
一
致
黙
で
本
来
は
分
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
契

約
書
の
文
面
で
は
、
別
表
に
も
あ
げ
た
よ
う
に
、
二

O
O
蔦
が
買
枚

値
で
、
二
二
蔦
は
「
漢
口
九
口
鎮
江
寧
波
天
津
各
馬
頭
洋
棲
桟
房
及

花
紅
一
切
」
の
買
枚
費
と
い
う
具
合
に
、
二
本
立
て
で
記
入
さ
れ
て
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い
る
。
右
の
買
収
費
支
梯
い
の
た
め

一
月
一
七
日
ま
で
に
、
早
急

に一

O
O高
雨
を
必
要
と
し
た
。
招
商
局
は
本
来
、

北
洋
系
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
一

O
O
高
雨
は
嘗
然
李
鴻
章
の
手
で
調
達
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
李
は
、
資
金
源
が
な
く
て
調
達
で
き
な
か

っ
た
の

か
、
そ
れ
と
も
わ
ざ
と
調
達
し
な
か
っ
た
の
か
、
恐
ら
く
南
方
の
理

由
か
ら
し
て
買
牧
費
を
出
さ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
盛
等
局
員
は
、
南

洋
大
臣
沈
楳
棋
に
頼
み
込
ん
で
南
洋
系
の
資
金
を
集
め
て
も
ら
う
と

と
に
し
た
。
沈
夜
棋
は
盛
宣
懐
が
残
り

一一

一
O
寓
雨
の
募
集
を
保
詮

し
た
の
で
、
急
に
乗
り
気
に
な
っ
て

一
O
O寓
雨
を
集
め
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
盛
の
保
護
し
た

一一一

一一高
雨
の
う
ち

わ
ず
か
四
高
玉

千
雨
し
か
集
ま
ら
ず
、
盛
の
説
明
し
た
プ
ラ
ン
は
空
言
に
お
わ

っ
た

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
後
の
参
考
の
た
め
に
、
買
攻
事
件
の
前
年
の
事
を
の
い
へ

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
上
に
も
ふ
れ
た
江
寛
抗
、
江
永
蹴

と
い
う
江
船
二
隻
の
こ
と
で
あ
る
。

乙
の
二
隻
の
建
造
費
は
三

O
蔦

雨
で
、
南
江
管
下
の
江
寧
木
厘
よ
り

一
O
高
、
祈
江
管
下
の
塘
工
項

下
よ
り
一

O
高
雨
が
支
出
さ
れ
、
残
り
一

O
高
は
調
達
で
き
ず
に
銭

荘
か
ら
の
借
入
金
で
ま
か
な
っ
た
。

と
の
時
の
南
江
綿
督
は

劉
坤

一
、
漸
江
巡
撫
は
楊
昌
溶
で
、
李
鴻
章
の
要
請
に
よ
り
調
達
し
た
も

の
で
あ
る
。
つ
い
で
光
緒
二
年
秋
、
李
鴻
章
は
ま
た
自
分
の
管
下
か

ら
海
防
支
態
銀
、
直
線
練
銅
、
糧
蓋
各
一

O
首
問
、
保
定
練
飼
五
省
問
、

そ
し
て
東
海
開
一

O
高
合
せ
て

四
五
寓
(
普
通
約
五

O
高
と
い
わ

れ
て
い
る
〉
の
官
款
を
招
商
局
に
貸
付
け
た
。
ζ

れ
は
招
商
局
の
銭

荘
か
ら
の
借
入
金
(
首
時
約
六

O
高
と
い
わ
れ
る
)
を
官
款
で
も
っ

て
代
替
し
て
や
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

こ
の

四
五
蔦
が
果
し
て
目
的
通
り
に
使
わ
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
酷

が、

旗
昌
買
枚
と
か
ら
ん
で

ま
た
問
題
に
な
る
の
で
あ
る

(3) (2) (1) 

仲
山
孫
槙
奏
議
、
二

の
注
刷
。

徐
潤
「
徐
服
部
州
自
叙
年
譜
」
。

:
・
:
光
絡
二
年
七
月
煙
蓋
之
役
、
感
宣
懐
輿
唐
廷
稿、

徐
潤
等
同
赴
媛

窪
、
品
目
葉
商
蹄
併
旗
回
日
之
事
、
臣
謂
果
能
有
成
、
回
廊
盛
血
中
、
但
恐
旗

昌
未
必
肯
信
、

E
一
時
饗
集
結
款
、
亦
甚
不
易
、
叉
慮
局
面
統
拓
、
唐

廷
稿
、
徐
測
二
人
戒
難
粂
願
、
因
是
爵
踏
禾
許
、
:
(
光
緒
七
年
二

月
一一

日
李
鴻
章
片
、「
洋
務
運
動
」
六
冊
五
七
頁
て
こ
れ
に
よ
る
と

周
年
夏
に
は
旗
昌
買
収
に
つ
き
盛
、
唐
、
徐
等
が
既
に
相
談
し
て
い
る

乙
と
が
わ
か
る
。

乙
の
時
、
布
政
使
栂
防
省
照
、
道
肇
桂
郊
亭
、
資
幼
幾
(
と
も
に
誇
不
明
)

と
も
相
談
し
、
そ
の
質
問
を
得
て
い
る
。
ま
た
沈
の
奏
曲
繭
に
よ
れ
ば
、

沈
と
曾
見
し
た
の
は
、
盛
宣
懐
、
朱
其
詔
、
徐
潤
等
と
あ
り
、

朱
其
詔

も
同
席
し
て

い
た
ζ

と
が
わ
か
る
。

「
照
抄
招
商
局
茶
菓
」
海
防
指
甲
購
買
船
厳
三
、
五
九
九
番
。
徐
の
手

- 80-

(4) )
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(7) (6) 

記
の
原
文
に
は
、
乙
う
あ
る
。
:
:
:
説
文
粛
公
初
以
無
款
拒
之
、
総
経

沓
品
調
指
饗
各
款
約
近
百
菌
、
措
認
得
程
、
頗
動
憲
聴
、
然
款
項
の
未

足
、
須
再
饗
商
、
次
日
杏
翁
復
同
織
方
伯
等
葉
見
、
叉
指
某
虞
有
二
十

高
金
可
援
、
並
経
梅
方
伯
等
賛
助
、
事
得
有
成
、
:
:
(
徐
国
間
務
自
叙

年
譜
一
九
業
)
。

注
刷
。

「
覆
南
洋
大
臣
雨
江
督
院
洗
寄
稿
」
海
防
憎
同
上
六

O
二
番
付
。

「
徐

愚
賛
自
殺
年
譜
」
二
四
葉
所
枚
「
李
文
忠
公
手
議
L

「
輪
船
招
商
局
公
議
簡
略
」
課
署
函
稿
各
七
。

洗
奏
議
、
注

ω。
同
文
が
「
洋
務
運
動
」
六
冊
二
一
頁
に
も
あ
る
。
後

者
に
よ
る
と
奏
議
の
日
付
は
一
一
月
二
七
日
で
あ
る
。

「
洋
務
運
動
」
向
上
。
「
海
防
稽
」
向
上
、
六

O
九
番
、
六
一

O
番。

王
先
謙
「
招
商
局
閥
繋
緊
要
宜
加
整
頓
摺
」
自
定
年
譜
上
(
光
緒
六
年

一
O
月
一
一
六
日
付
)

李
鴻
章
「
論
維
持
招
商
局
」
及
び
付
録
の
「
輪
船
招
商
局
公
議
節
略
」

誇
署
函
稿
容
七
。

(9) (8) (11) (10) (1?) 

四、

旗
昌
公
司
の
買
収
経
過
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
買
収
事

件
を
め
ぐ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
表
面
に
出
た
の
は
、
光
緒
六
年
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
に
も
、
招
商
局
の
運
営
が
適
切
で

な
い
と
い
う
非
難
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
光

緒
三
年
九
月
一
八
日
に
は
、
御
史
董
僑
翰
の
上
奏
が
あ
り
、
光
緒
六

ま
た
招
商
局
に
つ
き
上
奏
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か

年
正
月
に
も
、

し
旗
昌
買
校
事
件
に
つ
き
具
瞳
的
な
事
貰
を
例
撃
し
て
、
こ
れ
を
弾

王
先
謙
で
あ
っ
て
、
そ
の
上
奏
は
光
緒
六
年
一

O
月

二
六
日
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
王
先
謙
の
嘩
劾
は
多
く
の
貼
に
わ

劾
し
た
の
は
、

た
っ
て
い
る
。
い
ま
ζ

れ
ら
の
論
鮎
を
簡
箪
に
整
理
す
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ω招
商
局
創
立
首
時
の
線
排
朱
其
昂
の
運
営
が
失
敗
で
あ
っ
た
。

洋
船
の
買
牧
費
が
高
す
ぎ
、

ま
た
用
人
が
み
だ
れ
、
失
費
が
大
き

。。

か
っ
た
。
そ
こ
で
朱
の
代
り
に
恰
和
洋
行
の
買
排
唐
廷
植
を
綿
排

に
む
か
え
た
。

同
唐
廷
植
は
盛
宣
懐
と
通
謀
し
て
漁
利
を
得
ょ
う
と
考
え
、
旗
昌

公
司
の
買
牧
を
行
っ
た
。
ζ

の
貼
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
し
く
再

設
す
る
。

仙
川
旗
昌
買
牧
の
結
果
、

経
費
は
多
く
な

局
本
は
倍
加
し
た
が

り
、
借
入
金
利
子
の
支
排
い
も
増
加
し
て
歓
損
が
甚
だ
多
く
倒
産

し
よ
う
と
し
た
。
唐
は
、
た
め
に
「
脱
身
」
を
企
て
、
江
蘇
道
員

葉
廷
容
を
む
か
え
、
彼
に
事
業
を
引
き
繕
が
せ
よ
う
と
し
た
。
棄

が
招
商
局
舎
排
と
な
っ
た
の
は
、
光
緒
四
年
七
月
で
あ
る
。
彼
の
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調
査
に
よ
る
と
、
輪
船
そ
の
他
の
も
の
の
買
牧
首
時
の
見
積
り
債

格
が
高
い
う
え
に
現
冊
で
は
更
に
高
値
に
見
積

っ
て
あ
る
な
ど
、

運
営
が
み
だ
れ
て

い
る
。
葉
が
曾
排
と
な
る
と
、
光
緒
四
年
の
後

中
十
期
の
牧
盆
の
う
ち
純
盆
四

・
五
O
首
阿
南
を
あ
げ
、
光
緒
五
年
前

半
期
に
は
同
じ
く

純
益
五
・

六
O
高
雨
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
唐

・
盛
等
は
、
ζ

れ
を
見
て
再
び
招
商
局
を
濁
占
し
よ
う
と

考
え
、
業
の
排
斥
を
は
か
り
、
葉
は
引
退
し
た

川円
李
鴻
章
の
奏
請
で
は
、
官
款
一
九

O
徐
蔦
雨
を
五
年
分
割
排
い

で
返
却
し
、
そ
の
後
、
招
商
局
務
を
「
商
に
踊
す
」
と
い
う
が

と
れ
は
李
の
前
言
と
は
逆
で
あ
り
、
官
の
監
督
が
な
い
貼
で
反
封

で
あ
る
。
ま
た
李
は
返
却
す
る
官
款
を
全
部
北
洋
に
返
す
よ
う
に

い
う
が
、
官
款
の
多
く
は
南
洋
出
資
の
も
の
で
あ
る
か
ら

ζ 

れ

は
南
洋
に
返
却
す
べ
き
で
あ
る
。

同
局
務
整
頓
の
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
局
員
す
な
わ
ち
唐
廷
植
、

盛
宣
懐
を
克
職
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
監
督
に
は
北
洋

・
南
洋
が

管
轄
地
域
を
分
措
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
こ
の
外
に
も
細
か
い
貼
を
指
摘
し
て

い
る
が
、
そ
れ
は
省
略
す

る
。
こ
の
五
貼
の
う
ち
、
旗
昌
公
司
買
牧
事
件
に
直
接
ふ
れ
て
い
る

の
は
、
第
二
貼
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
二
貼
を
と
り
あ
げ
て
、
王
先
諦

の
言
い
分
を
の
べ
る
こ
と
と
し
よ
う
。

唐
廷
植
が
感
宣
懐
と
通
謀
し
て
旗
昌
買
枚
を
企
て
、
漁
利
を
得
ょ

う
と
し
た
、
と
い
う
ζ

と
は
さ
き
に
の
ベ
た
。
嘗
時
旗
昌
は
敏
損
多

く
、
股
票
一

O
O南
が
わ
ず
か
玉

O
南
上
下
に
下
落
し
て

い
た
。
唐

廷
梅
等
は
、
招
商
局
も
現
在
ま
た
歓
損
を
出
し
、
六
・
七

O
高
南
の

補
充
が
必
要
で
あ
る
と
儒
っ

て
李
鴻
章
に
官
款
の
出
資
を
要
請
し

た
。
李
は
ζ

れ
を
認
め
約
五

O
高
を
出
資
し
た
。
唐
等
は
、
こ
の
官

款
を
招
商
局
に
入
れ
る
こ
と
な
く
、

ζ

れ
で
密
か
に
旗
昌
の
股
票
を

買
い
集
め
た
。

つ
い
で
彼
等
は
、
旗
昌
の
資
産
を
買
攻
し
た
い
と
李

-82-

に
願
い
出
た
。
李
が
ζ

れ
そ
許
可
し
な
か
っ
た
の
で
、
南
江
総
督
抗

藻
禎
に
曾
見
し
て
出
資
を
す
L

め
た
と
こ
ろ
、
沈
は
欣
然
と
し
て
庫

裕
一

O
O高
の
出
資
を
承
諾
し
た
。
旗
昌
は
も
と
原
本
約
二

二
O
寓

雨
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
首
時
す
で
に
そ
の
牢
分
以
下
の
評
償
額
に

な
っ
て
い
た
。
と
と
ろ
が
唐
等
は
、
そ
の
原
本
通
り
に
報
告
し
た
。

そ
し
て
抗
の
出
資
し
た
一

O
O高
南
を
買
牧
費
の
先
付
宇
債
と
し
て

旗
昌
に
支
梯
っ
た。

し
か
し
貫
際
に
は
、
彼
等
が
さ
き
に
五

O
高
雨

上
下
に
て
密
か
に
買
い
集
め
た
旗
昌
股
票
を
、
こ

の
旗
昌
支
排
い
金

の
中
か
ら
、
「
十
成
の
銀
」
と
し
て
、
す
な
わ
も
股
票
額
面
通
り
の
金

額
で
差
引
い
て
己
れ
に
入
れ
た
。
そ
し
て
未
排
い
金
一

O
O徐
高
以



上
の
金
額
は
、
招
商
局
の
旗
昌
か
ら
の
借
入
金
と
し
年
賦
償
還
す
る

と
と
を
取
り
き
め
た
。
こ
れ
が
王
先
謙
の
論
調
で
あ
る
。

わ
き
道
に
そ
れ
る
が

王
先
謙
の
文
章
の
中
で
、

や
-L
事
買
と
相

遣
す
る
貼
を
、
議
め
指
摘
し
て
お
く
と
、
彼
は
光
緒
二
年
末
に
旗
昌

股
票
が
五

O
雨
上
下
に
下
落
し
た
、

と
い

っ
て
い
る
の
は
少
し
誇
張

に
す
ぎ
る
。
後
に
も
引
用
す
る
劉
瑞
芽
、
李
輿
鋭
の
調
査
で
は
、
七

O
絵
南
と
い
っ
て
お
り
、
徐
潤
は
五
六
雨
と
い
っ
て
い
る
。
徐
潤
の

数
字
は
、
文
意
か
ら
考
え
て
光
緒
二
年
の
年
末
の
数
字
と
思
わ
れ
る

の
で
、
光
緒
二
年
金
瞳
と
し
て
は

七
O
雨
か
ら
、
下
っ
て
も
六

O

南
塞
一
と
推
定
す
る
の
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
唐
・
盛
等
の

股
票
の
買
い
値
は
、

や
す
く
て
六

O
雨
牽
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
と

の
黙
は
、
本
稿
の
論
旨
に
は
別
に
閥
係
が
な
い
と
と
で
あ
る
。
ζ

の

貼
に
ふ
れ
た
目
的
は
、

王
先
謙
の
文
章
に
誇
張
し
た
貼
が
あ
る
ζ

と

を
指
摘
す
る
と
と
に
あ
る
。
衣
に
唐
等
が
、
招
商
局
の
資
金
補
充
の

李
鴻
章
か
ら
約
五

O
高
隔
を
集
め
て
も
ら
っ
た
と
と
で
あ

「
輪
船
招
商
局
公
議
節
略
」
に
よ
る
と
、

fこ
め

る
。
上
に
も
ふ
れ
た
が

ζ

の
金
額
は
四
五
蔦
雨
、
内
曹
は
海
防
支
躍
銀
、
直
隷
練
倒
、
糧
蓋

保
定
練
前
五
高
お
よ
び
東
海
開
簿
銀

一
O
蔦
で
あ
っ

各
一

O
高
、

315 

た
。
ζ

れ
が
恐
ら
く
貫
際
に
集
め
ら
れ
た
正
確
な
金
額
で
あ
ろ
う
。

と
の
黙
で
も
王
先
議
の
文
章
は
や
L
正
確
さ
を
歓
い
て
い
る
の
で
あ

る
王
先
謙
の
右
の
嘩
劾
文
に
射
す
る
回
答
は
、
衣
の
順
序
で
行
わ
れ

た
。
ま
ず
同
年
の
一
一
一
月
、
招
商
局
員
か
ら
李
鴻
章
お
よ
び
劉
坤
一

一
八
カ
僚
の
排
明
を
列
島
宇
し
た
文
章
が
提
出
さ
れ
た
。

に
宛
て
て

と
れ
は
原
文
を
見
る
と
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
劉
坤
一
も
「
漏
紙

暁
暁

不
堪
禽
目
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
全
く
の
緋
解
口
調

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
南
北
洋
大
臣
す
な
わ
ち
李
鴻
章
と

劉
坤
一
か
ら
事
質
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
た
江
海
閥
道
劉
瑞
穿
、
緋
理
江

南
製
造
局
直
隷
補
用
道
李
輿
鏡
の
商
人
か
ら
、
李
・
劉
に
宛
て
た
報

- 83ー

告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
劉
瑞
芽
は
南
洋
系
、
李
輿
鋭
は
北
洋
系
で
あ

る

と
の
雨
人
の
報
告
書
の
原
文
も
ま
た
見
る
と
と
が
で
き
な
い

が
、
次
に
の
べ
る
劉
坤
て
李
鴻
章
の
上
奏
文
の
中
に
引
用
さ
れ
て

い
る
文
章
か
ら
、

そ
の
大
略
を
知
る
と
と
が
で
き
る
。
次
に
と
の
雨

人
の
報
告
を
受
け
た
後
、
劉
・
李
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

上
奏
が
行
わ
れ

た

ま
ず
光
緒
七
年
一
月
一
五
日
に

「
査
議
招
商
局

劉
坤
一
の

員
並
酌
定
排
法
摺
」
お
よ
び
「
議
覆
筆
商
運
茶
赴
俄
華
船
運
貨
出
洋

片」

が
あ
り
、
つ
い
で
二
月
一
一
目
、
李
鴻
章
の
「
査
覆
招
商
局
参

案
摺
」
お
よ
び
「
直
隷
一
組
督
李
鴻
章
刷
」
が
あ
り
、

つ
い
で
ま
た
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月
三
目
、
劉
坤
一
の
第
二
次
上
奏
で
あ
る
「
査
貫
局
員
舞
弊
有
案
可

た但)語
そ」
し
て
最
後
~C ~ ミ請

藷籍
軍曹

品2
空存

局
と
m 日

語股
見己
の
相が

違提
出

論さ
字れ

お
よ
び

上
奏
も三

行
わ
れ
Tこ
0) 

で
あ
つ 四

た同月

四
日

「
総
理
街
門
突
訴
等
」
の

の
し
め
く
く
り
と
し
て
、

結
論
か
ら
さ
き
に
い
え
ば
、

王
先
謙
の
潮
岬
劾
に
封
す
る
明
確
な
回

答
は
つ
い
に
興
え
ら
れ
る
ζ

と
な
く
お
わ

っ
た
。
直
接
事
質
調
査
に

あ
た
っ
た
劉
瑞
芽

・
李
輿
鏡
の
報
告
も
、
必
ず
し
も
正
確
で
あ
る
と

は
い
え
ず
、
劉
坤

一
と
李
鴻
章
と
は
、
ま
た
遣
っ
た
見
解
を
の
べ
て

お
り

総
署
の
上
奏
文
は
、

そ
の
い
ず
れ
を
採
る
べ
き
か
に
迷
っ

て
、
議
論
を
採
り
上
げ
な
い
か
、
或
い
は
再
調
査
を
命
じ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

と
の
旗
昌
買
収
事
件
の
異
相
は
結
局
の
と

と
ろ
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
事
件
の
異
相
を
知
る
ζ

と
が
本
稿
の
目

的
で
は
な
い。

ζ

れ
ま
で
の
べ
て
き
た
よ
う
な
事
件
の
経
過
に
も
と

ず
き

そ
れ
を

そ
れ
ぞ
れ
異

っ
た
利
害
関
係
を
も
っ
人
物
が
、
ど

の
よ
う
に
異
っ
た
鱒
明
を
行
っ
て
い
る
か
、
こ
の
鮎
を
明
か
に
し
た

い
と
思
う
の
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
劉
瑞
芽

・
李
輿
鋭
商
人
の
報
告
は
、
劉
坤
一

の

上
奏

〈
一
月
一
五
日
付
〉
と
李
鴻
章
の
上
奏
(
二
月
一
一
日
付
)
と

の
双
方
に
引
用
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
引
用
文
に
は
か
な

り
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

い
ま
と
の
双
方
の
文
章
を
合
せ
て

そ
の

論
貼
を
引
き
出
す
と
こ
う
な
る
で
あ
ろ
う
。

王
先
謙
の
言
う
と
ζ

ろ

で
は
、
唐
廷
幅
、
感
宣
懐
が
公
項
で
も

っ
て
旗
日
日
股
粟
を
私
寅
し、

ζ

れ
を
の
ち
現
金
に
換
え
て
己
れ
に
入
れ
た
と
非
難
し
て

い
る
。
し

か
し
光
緒
二
年
に
彼
等
が
受
領
し
た
四
五
世
間
雨
は
盟
順

・
保
大

・
江

寛

・
江
永
四
隻
の
輪
船
を
購
入
す
る
た
め
の
も
の
で
、

ζ

の
官
款
の

牧
支
各
数
は
報
告
を
す
ま
せ
て

い
る
。

彼
等
が
自
由
に
使

っ
た
ζ

と

は
な
い
。
旗
昌
の
買
収
に
あ
た
り

再
度
受
領
し
た
一

O
O高
雨
の
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官
款
も
、
旗
昌
に
分
期
交
付
し
て
枚
擦
を
取
っ
て
い
る
.
そ
れ
に
買

牧
は
徐
潤
が
手
蹟
き
を
行
っ
た
も
の
で
、
唐

・
盛
は
直
接
関
係
し
て

お
ら
ず

そ
れ
故
、
現
銀
を
己
れ
に
入
れ
た
と
と
は
な
い
。
た
だ
し

光
緒
二
年
(
二

月
二
七
日
付
)
出
諜
棋
の
上
奏
文
の
中
に
盛
宣
懐

そ
れ
に
は
旗
昌
買
枚
費
に
つ
き
花

ま
た
そ
の
う
ち
商
股
は

一一一一一

等
の
原
菓
を
引
用
し
て
あ
る
が
、

紅
を
含
め
て
二
二
二
蔦
雨
と
の
ベ
、

首
阿
南
だ
け
集
め
ら
れ
る
か
ら
官
本

一
O
O高
の
出
資
を
願
う
と
も
の

べ
て
い
る
。

そ
の
後
、
貫
際
に
集
っ
た
商
股
は
四
蔦
雨
に
す
ぎ
な
か

っ
た
の
で
、

招
商
局
自
ら

四

O
首
円
前
を
借
入
れ
た
ほ
か

官
本
緩

息
、
商
股
存
息
、
保
険
な
ど
の
項
目
の
金
を
流
用
し
て
旗
昌
へ
の
支



梯
い
に
あ
て
た
。
す
な
わ
ち
唐
等
は
洗
葎
禎
に
向

っ
て

一
二
二
蔦
南

集
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

わ
ず
か
四
高
南
し
か

ま
た
彼
等
の
原
棄
に
花
紅
を
含
む

の
商
股
を
集
め
る
と
断
言
し
て
お
き
な
が
ら
、

と
い
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
洋
人
の
取
引
に
は
仲
介
入
に
五
厘
の
酬
努

費
を
出
す
と
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
旗
昌
の
買
蚊
費
は
二
二

O
徐

高
の
大
金
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
花
紅
も
少
く
は
な
い
、

の
仲
介
入
は
盛
宣
慎
で
め
る
。

そ
し
て
買
枚

ζ

こ
ま
で
は
劉
の
引
用
文
と
李
の
引

そ
の
次
の
引
用
文
が

用
文
と
さ
ほ
ど
の
相
違
は
な
い
の
で
あ
る
が
、

問
題
で
あ
る
。
劉
坤
一
の
引
用
文
で
は
、
盛
は
「
経
手
之
人
」
で
あ

る
か
ら
、
少
か
ら
ざ
る
花
紅
を
得
た
で
あ
ろ
う
、

と
な
っ
て
お
り

乙
れ
に
封
し
李
鴻
章
の
引
用
文
で
は
、
感
等
が
其
の
事
を
慮
理
し
た

か
ら
、

た
と
え
花
紅
に
手
を
ふ
れ
な
く
て
も
、
他
人
の
疑
惑
は
克
れ

と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
報
告
は
唐
等
が

難
い
で
あ
ろ
う
、

旗
昌
股
票
を
ひ
そ
か
に
買
い
集
め
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
黙
に
つ

い
て
、
こ
う
推
定
を
下
し
て
い
る
。
唐
廷
植
と
徐
潤
は
股
票
を
も
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
と
も
と
華
人
股
分
が
甚
だ
少
い
の
で

あ
る
か
ら
、
彼
等
の
所
有
す
る
股
票
も
決
し
て
多
く
な
い
、
盛
は
長

ら
く
官
途
に
あ

っ
た
か
ら
、
股
票
を
必
ず
も

っ
て
い
た
と
は
限
ら
な
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ぃ
、
ま
た
も
っ
て
い
た
と
し
て
も

そ
の
股
票
は
旗
昌
公
司
か
ら
償

還
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
、

し
た
が
っ
て
旗
昌
に
支
梯
う
以
前

に
、
こ
れ
(
彼
等
が
買
い
集
め
て
密
か
に
も
っ
て
い
た
股
票
分
の
現

銀
〉
を
差
引
い
て
し
ま
う
必
要
は
な
い
し
、
旗
昌
も
、そ
の
よ
う
な
行

動
を
歎
認
し
て
お
く
は
ず
が
な
い
。
買
牧
費
の
二
二

O
徐
禽
南
と
い

う
の
は
、
旗
昌
の
市
慣
に
よ
る
評
債
で
あ
り
、
旗
昌
の
棋
損
ま
で
買

牧
費
に
含
む
も
の
で
は
な
い
。
ζ

れ
が
王
先
謙
の
弾
劾
に
封
す
る
前

記
南
人
の
報
告
で
あ
る
。
要
約
す
れ
ば
、
光
緒
二
年
に
唐
等
が
受
領

し
た
官
款
を
流
用
し
た
貼
、
買
枚
費
か
ら
彼
等
が
自
ら
集
め
た
旗
昌

股
薬
分
を
務
め
差
引
い
た
貼
、
買
牧
債
格
を
原
本
通
り
に
見
積
っ
た
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貼
、
こ
の
三
黙
に
つ
い
て
は
弾
劾
文
を
否
定
し
、

た
だ
洗
諜
禎
に
向

い
商
股
一
一

一一
一
高
南
を
集
め
る
と
保
謹
し
た
貼
だ
け
に
、
彼
等
の
議

想
遣
い
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
花
紅
に
つ
い
て
は
上
述
の
よ

う
に
引
用
文
そ
の
も
の
が
違
っ
て
い
て
、
彼
等
の
考
え
が
判
明
し
難

い
@
な
お
つ
い
で
お
と

っ
た
葉
廷
替
の
排
斥
事
件
に
つ
い
て
は
、
招

商
局
の
利
盆
が
光
緒
四
年
後
牢
期
か
ら
上

っ
た
の
は
葉
の
功
積
で
は

な
く
、
終
局
分
局
を
そ
れ
ぞ
れ
牢
請
負
い
制
に
し
た
か
ら
で
あ
い

業
が
引
退
し
た
の
は
、
彼
が
感
胃
に
か
か
り
、

母
親
も
老
年
で
病
気

が
ち
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る

と
報
告
し

と
の
貼
で
も
王
先
議
の

弾
劾
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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さ
て
こ
の
報
告
を
受
け
た
劉
坤
一
は
、

上
奏
文
中
に
と
れ
を
引
用

し

つ
い
で
自
分
の
意
見
を
の
べ
て
い
る
。
ま
ず
旗
昌
股
票
を
唐
等

が
先
買
し
た
件
に
つ
き
、
彼
等
は
こ
れ
ま
で
も
必
ず
し
も
妥
嘗
な
廃

置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
先
買
の
件
も
、
雨
人
の
報

告
が
否
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な

ぃ
、
し
か
し
そ
の
質
惰
に
つ
い
て
の
詮
擦
が
な
い
と
し
て
、
否
定
も

肯
定
も
し
な
い
。
た
だ
唐
廷
掘
に
つ
い
て
は
、
招
商
局
の
護
展
に
功

績
が
あ
り
、

ま
た
外
国
の
語
言
文
字
に
熟
達
し
、
商
股
募
集
に
は
歓

く
べ
か
ら
ざ
る
人
物
で
あ
る
と
い
う
理
由
を
あ
げ
、
極
力
そ
の
鶏
護

に
努
め
、
逆
に
旗
日
目
買
牧
に
あ
た
り
、

そ
の
責
任
は
盛
宣
懐
に
あ
る

と
し
て
盛
を
非
難
す
る
の
で
あ
る
。
盛
は
は
じ
め
沈
藻
棋
に
官
款

0
0高
の
支
給
を
願
い
出
た
と
き
、
商
股

一
二
二
高
は

「己
集
」
で

あ
る
と
い
っ
た
が
、

と
れ
は
嘘
言
で
あ
る
。
招
商
局
は
も
と
北
洋
主

政
の
事
業
で
あ
る
の
に
、
盛
は
李
鴻
章
が
官
款
出
資
を
許
可
し
な
い

ζ

れ
を
南
洋
か
ら
出
資
さ
せ
た
、
ま
た
旗
昌
の
見
積
り

の
を
知
り
、

も
盛
の
失
算
で
あ
る
、
も
し
二

O
O徐
寓
の
見
積
り
債
格
を
妥
嘗
と

す
る
な
ら
、
こ
の
債
格
で
招
商
局
に
買
枚
さ
れ
る
は
ず
は
な
い
、
嘗

時
一
般
に
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
旗
昌
は
「
垂
倣
之
姿
」
を
す
て
、
得

た
金
で
別
に
新
衣
を
製
し
て

い
わ
ば
経
営
を
建
て
直
そ
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
、
更
に
「
洋
人
酬
労
之
費
」
す
な
わ
ち
花
紅
に
つ
い
て

も
、
盛
宣
懐
は
こ
れ
を
公
に
納
め
る
の
で
も
な
く
、
衆
に
分
つ
の
で

も
な
く
、
全
て
を
己
れ
に
入
れ
た
、
出
に
官
款
出
資
を
願
い
出
た
時

で
も
、
朱
其
詔
、
徐
潤
が
同
行
し
て
い
る
も
の
の
、
買
は
盛
が
中
心

人
物
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
た
め
盛
は
一
人
で
中
飽
で
き
た
の
で
あ

る
。
か
く
て
劉
坤
一
の
意
見
に
よ
る
と
、
盛
宣
懐
は
克
職
と
し
、
今

後

招
商
局
務
に
闘
係
を
も
つ
こ
と
を
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
、
他

方
、
唐
廷
植
は
功
績
と
失
敗
が
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
ま

ま
徐
潤
と
と
も
に
局
務
を
経
理
さ
せ
る
べ
し
、

る
。
な
お
葉
廷
容
の
排
斥
事
件
に
つ
い
て
は
、

と
い
う
結
論
に
な

no 。。

一
躍
そ
の
手
腕
を
認

め
る
も
の
の
、
局
務
を
辞
退
し
た
の
は
彼
の
真
意
が
「
留
家
養
親
」

に
あ
っ
た
と
し
て
、
唐
廷
掘
が
排
斥
し
た
と
い
う
非
難
を
否
定
し
て

い
る
。つ

ぎ
に
李
鴻
章
も
ま
た
、
さ
き
の
雨
人
の
報
告
を
上
奏
文
中
に
引

用
し
た
後
で
、
自
分
の
意
見
を
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
李
は
盛

宣
懐
が
商
股
一
二
二
高
の
募
集
に
失
敗
し
た
貼
お
よ
び
花
紅
に
つ
い

て
だ
け
ふ
れ
、
旗
昌
股
票
の
先
買
の
件
と
旗
昌
買
牧
債
格
の
見
積
り

の
件
に
つ
い
て
は
、
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
後
の
二

件
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
放
さ
き
の
報
告
が
非
難
を
否
定
し
て
い
る
の



を
、
そ
の
ま
ま
是
認
し
て
い
る
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
乙

で
ま
ず
盛
が
商
股
募
集
に
失
敗
し
た
貼
で
あ
る
。
劉
坤
一
は
感
の
嘘

言
を
非
難
す
る
け
れ
ど
も
、
彼
の
指
摘
す
る
よ
う
に
商
股

一
二
二
高

を
「
己
集
」
し
た
と
は
原
菓
に
書
い
て
い
な
い
、
商
股
を
集
め
る
と

い
う
の
は
ま
だ
計
重
で
あ
り
、
事
貫
聾
商
か
ら
盟
引
一
引
に
つ
き
一

雨
を
出
資
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
恰
和

-
太
古
の
競
宇
も
あ
っ
て
商
股
は
四
高
雨
し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
り
こ
れ
は
「
時
勢
の
然
ら
し
め
た
」
こ
と
で
、
局
員
を
責
め

る
の
は
嘗
ら
な
い
と
す
る
。
ま
た
花
紅
の
件
に
つ
い
て
は
、
李
が
直

接
に
唐
廷
植
に
面
曾
し
て
追
求
し
た
結
果
、
唐
の
鶴
間
明
に
は
と
う
言

っ
て
い
る

と
の
ベ
る
。
旗
昌
は
子
曾
祉
と
し
て
上
海
金
利
源
輪
船

公
司
を
品
兼
営
し
て
い
た
、
花
紅
正
い
う
の
は

と
の
公
司
へ
支
給
す

る
も
の
で
金
額
は
一

O
蔦
南
で
あ
る
。
金
利
源
は
毎
年
一

O
徐
高
の

枚
盆
が
あ
っ
た
、
今
回
の
買
牧
に
よ
り
公
司
の
利
益
は
招
商
局
に
入

る
と
と
と
な
り
、
同
公
司
の
行
主
は
一

O
徐
蔦
の
枚
入
を
失
う
ば
か

り
か
使
用
人
の
給
料
や
鯖
園
費
な
ど
も
必
要
で
あ
る
、
そ
と
で
漢
口

等
庭
碕
頭
の
買
牧
費
の
内
に
花
紅
を
含
め
た
、
旗
昌
は
最
初
、
漢
口
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等
鹿
鳴
頭
の
買
牧
費
二
五
高
と
花
紅
銀
一

O
高
、
合
せ
て
三
五
蔦
を

要
求
し
た
が
、
招
商
局
は
こ
れ
を
二
二
寓
に
引
き
下
げ
て
契
約
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
交
渉
は
唐
廷
掘
と
旗
昌
の
行
主
と
の
聞
で
行

わ
れ
、
仲
介
者
は
存
在
し
な
い
、
従
っ
て
中
金
は
あ
り
え
な
い
、
非

難
の
封
象
と
な
っ
て
い
る
盛
宣
懐
は
、
契
約
調
印
の
日
す
で
に
湖
北

に
行
き
、
調
印
の
場
に
は
お
ら
な
い
、
現
銀
の
牧
受
に
は
署
名
が
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
す
べ
て
匪
豊
銀
行
を
遇
し
て
枚
受
を
行

っ
て
い

る
か
ら
、
謹
接
は
招
商
局
、
旗
昌
、
匪
豊
の
三
カ
鹿
に
あ
る
。
本一

u

鴻

章
は
こ
の
唐
の
帯
解
を
認
め
、

い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ヅ
シ
ヨ
ン
(
中
金
)

に
つ
い
て
は
、
全
面
的
に
ζ

れ
を
否
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
盛
宣
懐

を
極
力
熊
護
し

王
先
謙
の
主
張
す
る
盛
の
克
職
に
反
封
す
る
の
で
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あ
る
。
李
は
ま
た
ζ

う
も
い

っ
て
い
る
。
理
財
の
事
は
と
か
く
局
外

者
の
請
疑
を
ま
ね
き
や
す
い

王
先
謙
の
所
論
は

み
な
過
去
の
事

で
、
極
論
が
多
く
、
あ
る
い
は
感
情
に
流
れ
て
貫
惰
を
と
ら
え
て
い

な
い
、
旗
昌
寅
枚
に
あ
た
り
南
洋
が
官
款
を
出
し
た
の
は
洗
葎
禎
が

時
勢
を
洞
見
し
た
か
ら
で
、
他
人
め
態
態
に
動
か
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
し
、
盛
は
南
京
で
洗
と
の
合
同
見
の
席
に
同
席
し
た
だ

け
で
、
そ
の
前
後
の
交
渉
、
現
銀
の
牧
受
は
一
切
唐
廷
植
等
が
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。
な
お
葉
廷
替
の
排
斥
事
件
に
闘
し
て
は
、
と
う
の

べ
て
い
る
。
葉
を
局
へ
入
れ
た
の
は
局
務
一
切
を
綜
理
さ
せ
よ
う
と

い
う
目
的
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
葉
自
身
は
「
貿
易
」
を
得
意
と
し
て
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漕
務
を
専
排
し
た
い
と
菓
請
し
、

そ
の
事
で
江
蘇
、
江
西
の
糧
道
と

意
見
を
異
に
し
、
諸
事
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
、
彼
は
績
い
て
「
添

設
巨
得
、
運
漕
展
期
、

長
江
連
盟
」
の
三
事
を
願
い
出
た
が
、
許
可

を
あ
た
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
誰
か
排
斥
す
る
も
の
が
い
る
と

疑
い
出
し
、
途
に
引
退
を
願

っ
た
も
の
で
あ
る
、
葉
が
漕
運
を
措
首

し
て
一
期
(
中
十
年
)
に
節
約
し
た
の
は
、
朱
其
昂
の
頃
に
く
ら
べ

て

二
高
雨
以
下
に
す
ぎ
な
い。

大
き
い
利
益
を
あ
げ
た
の
は
、
唐
廷
橿

が
太
古
等
と
運
賃
協
定
を
結
び
競
争
を
中
止
し
た
か
ら
で
、
こ
れ
は

業
の
入
局
以
前
の
事
で
あ
る

ま
た
終
局
分
局
を
半
請
負
制
に
改
革

す
る
と
と
も
、
唐

・
盛
の
主
張
で
あ

っ
て
、
葉
は
こ
の
案
に
初
め
賛

成
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
成
功
し
た
後
で
彼
は
自
分
一
人
の
功
績
で

あ
る
と
言
い
ふ
ら
し
、
調
査
に
嘗

っ
た
劉
瑞
芽
も
、
彼
の
言
葉
を
信

じ
込
ん
だ
も
の
で
、
全
く
事
質
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
よ
、
つ
に

李
鴻
章
は
盛
宣
懐
を
鶴
間
護
す
る
が
、

か
と
い
っ

て
唐
廷
植
を
逆
に
強

く
非
難
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
要
す
る
に
李
の
意
見
は
、
責
任
を
追

求
せ
ず
、
ま
た
所
罰
を
行
う
こ
と
も
な
く
、
盛

・
唐
と
も
に
、

ζ

れ

ま
で
通
り
局
務
を
や
ら
せ
る

と
い
う
こ
と
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

つ
い
で
三
月
三
日
、
再
び
劉
坤
一

の
上
奏
が
あ
っ
た
。

彼
は
李
鴻

章
の
反
論
を
う
け
て
前
言
を
訂
正
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
前
一
言
で

の
べ
た
主
張
そ
の
も
の
は
費
え
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
彼
が
前
言
で

の
い
へ
た
盛
宣
懐
の
一
一
一
一
一
寓
雨
商
股
募
集
の
件
で
あ
る
。
彼
が
盛
を

非
難
す
る
の
に
用
い
た
商
股
「
己
集
」
説
は
撤
回
し
た
。
し
か
し
彼

に
よ
れ
ば
、出
疎
棋
が
官
款

一
O
O高
の
出
資
を
決
意
し
、あ
え
て
上

奏
す
る
に
至

っ
た
の
は
援
の
商
股
募
集
の
プ
ラ
ン
を
よ
ほ
ど
信
用
し

た
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
相
首
の
根
擦
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

盛
等
が
洗
に
曾
見
し
た
際
、
盛
は
そ
れ
ま
で
に
一
二
二
高
の
商
股
を

集
め
て
い
る
と
言
っ
た
か
ら
、
抗
は
こ
れ
を
信
じ
た
の
だ
と
し
て

盛
の
無
責
任
さ
を
責
め
て
い
る
。

盛
が
洗
と
の
合
同
見
の
席
上
で
果
し
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て
ど
う
い
う
表
現
を
用
い
た
の
で
あ
る
か
、
こ
こ
ま
で
つ
き

つ
め
て

ゆ
く
と
、
抗
の
上
奏
の
文
章
も
正
確
と
は
保
詮
で
き
ず
、
水
か
け
論

に
近
く
な
る
の
で
あ
る
が
、

や
は
り
洗
の
決
心
を
う
な
が
す
ま
で
に

は
盛
が
商
股
募
集
を
十
分
保
謹
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う。

劉
坤

は

ま
た
花
紅
に
も
ふ
れ
て
い
る
。

こ
の
賠
も
李
の
反
論
を
認

め
、
花
紅
と
あ
る
の
は
金
利
源
公
司
の
得
た
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
と

一一一日
A
ノ、

し
か
し
劉
瑞
芽
の
指
摘
し
た
と
と
ろ
の
盛
が
得
た
花
紅
と
い

う
の
は
、
こ
れ
と
は
具
り
、
す
な
わ
ち
李
の
言
う
花
紅
と
は
異
り
、

洋
人
の
い
う
五
厘
中
金
の
ご
と
で
あ
る
、
二
二

O
鈴
古
尚
南
の
洋
人
と

の
取
引
を
行

っ
て
中
金
を
出
さ
な
い
は
ず
は
な
く

ま
た
そ
れ
を
取



ら
な
い
は
ず
は
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
が
中
飽
の
金
で
あ
る
以
上
、
霊

擦
を
残
す
わ
け
は
な
い
、
李
は
招
商
局
員
の
一
方
的
な
言
い
分
だ
け

を
聞
い
て
劉
瑞
芽
を
相
官
め
て
い
る
も
の
で
あ
る

と
す
る
。

こ
の
貼

も
劉
坤
一
の
言
う
よ
う
に
、
中
金
は
詮
接
が
な
い
と
は
一
般
に
言
え

な
い
と
し
て
も
、
震
操
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き

る
こ
と
で
あ
り
、
交
渉
の
貫
際
の
経
過
を
み
る
と
、
李
鴻
章
が
唐
廷

植
か
ら
聞
き
出
し
た
よ
う
に
は
進
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
結
局
の
と
乙

ろ
水
か
け
論
に
な
る
。

し
か
し
中
金
は

や
は
り
存
在
し
た
と
考
え

る
方
が
妥
嘗
で

た
だ
盛
一
人
の
手
に
入
っ
た
も
の
で
な
く
、
麿
等

数
人
の
手
に
入
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(2) (1) 

「
洋
務
運
動
」
六
冊
一
九
頁
。

李
鴻
章
「
覆
際
招
商
局
務
片
」
秦
稿
品恒
三
六
(
光
緒
六
年
三
月
二
七
日
)

の
初
め
に
「
招
商
局
務
理
、
事
無
責
済
、
誘
餅
認
員
整
頓
経
理
」
と
い
う

上
奏
文
が
提
出
さ
れ
た
乙
と
を
記
し
て
い
る
。
但
し
上
奏
者
は
不
明
、

ま
た
そ
の
原
文
も
見
首
ら
な
い
の
で
、
上
奏
文
の
具
値
的
内
容
は
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

三
の
注

ωお
よ
び
同
「
片
」
。

李
鴻
章
「
葉
廷
品
官
舎
鱗
招
商
局
片
」
奏
稿
谷
三
二
(
光
緒
四
年
七
月
二

三
日
)
ω

(
王
先
謙
の
原
文
)
:
・
:
値
旗
昌
洋
行
公
司
郎
折
、
其
股
票
毎
資
銀
百

雨
、
僅
値
銀
五
十
雨
上
下
、
唐
廷
栢
佃
等
総
務
商
局
現
叉
賠
郎
、
須
六
七

(4) (3) (5) 
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(6) 

十
背
骨
雨
可
以
孤
補
、
向
李
鴻
章
多
方
葉
求
、
李
鴻
章
允
震
後
款
、
集
貨

約
共
五
十
寓
雨
、
令
其
妥
郷
、
不
准
再
廊
。
琵
唐
廷
樋
等
領
款
後
、
並

不
館
公
、
師
以
此
項
、
私
自
腹
買
旗
昌
股
票
、
旋
菓
諮
李
鴻
章
購
買
磁

頭
及
輸
船
房
屋
、
李
鴻
掌
駁
斥
不
准
。
盛
宣
懐
往
謁
前
南
江
督
臣
沈
謀

積
、
詑
詞
慾
怒
、
沈
謀
禎
欣
然
允
行
、
途
繍
援
師
陣
前
市
百
蔦
爾
奥
之
。
具

奏
時
間
宮
明
、
時
値
凍
阻
、
不
及
繭
商
北
洋
大
臣
。
其
旗
昌
原
本
約
二
百

二
十
鈴
高
雨
、
己
館
大
学
、
唐
廷
植
等
の
按
該
洋
行
原
本
銀
数
関
報
、

除
絡
所
領
袴
銀
百
官
尚
南
、
作
篤
先
付
申
ナ
僚
、
賓
郎
副
錦
伊
等
前
政
股

票
、
抵
作
十
成
之
銀
拘
算
入
己
外
、
不
少
百
徐
葎
爾
之
数
、
の
欠
旗

昌
、
約
定
分
年
錦
還
、
因
有
此
作
篤
二
百
二
十
鈴
高
雨
之
本
銀
、
踊
入

商
局
、

劉
坤
一
「
査
議
招
商
局
員
並
酌
定
僻
法
摺
」
奏
疏
倉
一
七
(
劉
遺
集
二

冊
、
光
緒
七
年
一
月
一
五
日
)
に
引
用
せ
る
も
の
。

本
ナ鴻
章
「
論
維
持
招
商
局
付
輸
船
招
商
局
公
議
節
略
」
隷
署
函
稿
谷
七

(
光
緒
三
年
九
月
二
九
日
)
。

劉
坤
一
「
査
質
局
員
舞
弊
有
案
可
稽
摺
」
爽
稿
谷
一
七
(
劉
遺
築
二
冊
、

光
緒
七
年
三
月
三
日
)
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
。

注

ω参
照
。
遺
集
二
冊
奏
疏
倉
一
七
。

李
奏
稿
各
四

O
。

「
洋
務
運
動
」
六
冊
五
七
頁
。

注
川
参
照
。
遺
集
二
冊
奏
疏
鼻
咽
一
七
。

「
洋
務
運
動
」
六
冊
六
六
頁
。

李
の
光
緒
三
年
の
「
節
略
」
で
は
、
乙
の
官
金
の
使
途
は
銭
荘
借
入
金

を
肩
代
り
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
李
は
周
年
の
四
月
の

上
奏
で
、
約
六
十
背
尚
南
を
前
年
に
必
要
と
し
た
が
、
そ
の
使
途
は
汽
船

- 89-

(7) (8) (14) U3) 自由 (lu UO) (9) 
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四
隻
の
購
入
費
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
の
ち
の
上
奏
で
も
、
同
様

K
の

べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
本
ナ
自
身
の
説
明
に
も
矛
盾
が
あ
る
の
で
あ

る
。

(15) 

劉
文
に
は
「
盛
宣
懐
係
経
手
之
人
、
計
得
花
紅
、
震
数
不
少
」
と
あ

り、

李
文
に
は
「
盛
宣
懐
等
主
持
其
事
、
卸
使
事
不
治
染
、
難
菟
翠
疑

衆
務
」
と
あ
る
。

同
リ

2
2毛
市
長

2
0司
・

門

戸

℃

-
H
O
叶
に
よ
れ
ば
、
半
請
負
い
制
に
改
革

し
た
の
は
九
緒
五
年
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
招
商
局
員
と
劉
が
言
う
の
は
、
李
の
上
奏
に
あ
る
唐
廷
揺
の
こ

と
で
あ
る
。
唐
を
鱒
護
す
る
立
場
上
、

ζ

こ
で
は
名
前
あ
げ
る
こ
と
を

故
意
に
き
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(16) 。司

五

ζ

乙
で
問
題
と
し
て
い
る
旗
昌
公
司
買
牧
事
件
に
闘
す
る
最
後
の

上
奏
文
は
、
さ
き
に
の
ベ
た
よ
う
に

四
月
一
四
日
付
の
線
暑
の
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
も
前
述
の
通
り
、
線
署
の
上
奏
は
何
の
結

論
も
出
し
て
い
な
い
。
た
だ
結
論
ら
し
き
も
の
と
い
え
ば

ペコ
は

劉
の
言
葉
に
盛
が
一
一
一
一
一
高
商
股
「
己
集
」
と
い
っ
て
い
る
貼
で
、

と
れ
は
盛
等
の
原
菓
そ
調
べ
た
結
果
、
劉
坤
一
の
誤
り
で
あ
っ
て
、

盛
等
は
激
定
を
の
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
し
た
ζ

と
‘
も
う
一
つ

は
中
金
の
件
で

こ
れ
は
劉
坤
一
と
李
鴻
章
と
で
全
く
意
見
が
異
っ

も
う
一
度
雨
人
で
再
調
査
を
行
う
べ
し
と
し
、
盛
宣

懐
は
現
在
直
隷
で
官
途
に
つ
い
て
局
務
か
ら
離
れ
て
い
る
か
ら
、
再

て
い
る
か
ら
、

び
局
務
に
関
係
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
し
た
と
の
二
貼
で
あ
る
。

要
す
る
に

ζ

の
買
枚
事
件
の
真
相
は
判
明
し
な
い
。
そ
し
て
判

明
し
な
い
こ
と
の
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
王
先
譲
、
劉
瑞
芽

と
李
輿
鏡
、
劉
坤
て
李
鴻
章
等
各
人
の
、
或
い
は
異
り
或
い
は
正

反
封
の
見
解
を
検
討
す
る
う
ち
に

い
く
つ
か
の
疑
問
黙
が
出
て
く

る
の
で
あ
る
。
疑
問
黙
の
第
一
は
、
す
べ
て
の
文
章
を
遁
じ
て
、
徐

潤
が
一
度
も
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
買
枚
嘗
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時
、
招
商
局
の
綿
緋
は
唐
廷
植
で
あ
り
、
曾
排
は
盛
宣
懐
と
徐
潤
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
唐
と
盛
と
は
上
海
に
あ
ま
り
お
ら
ず
、
そ
れ
故
、
上
海

に
常
駐

L
て
招
商
局
務
を
「
一
手
経
理
」
し
て
い
た
の
は
徐
潤
で
あ

っ
た
、
そ
の
徐
潤
が
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
臆
測
で
あ
る
け
れ
ど
も

徐
潤
は
貰
力
者
で
は
な
く
て

責
務
家
で
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
唐
廷
植
は
恰
和
洋
行
の
買
排
を

す
る
く
ら
い
の
買
力
者
で
あ
り
、
ま
た
有
力
な
由
民
東
ギ
ル
ド
を
背
後

に
も
っ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
と
れ
は
十
分
に
考
え
・ら
れ
る

設
で
あ
る
。
嘗
時
は
上
海
の
開
港
後
ま
も
な
く

ζ

と
に
揚
子
江
航

路
が
解
放
さ
れ
た
直
後
で
あ

っ
た
。
洋
行
に
は
賢
東
か
ら
上
海
に
進



来
た
も
の
が
多
く
、

そ
れ
故
、
買
排
も
慶
東
か
ら
洋
行
に
績
い
て

上
海
在
地
で
の
買
排
の
成
長
は
な
お
弱
い
も
の

出
し
た
も
の
が
多
い
、

と
考
え
ら
れ
る
。
唐
廷
植
も
徐
潤
も
慶
東
出
身
で
あ
る
。
盛
宣
懐
は

最
初
か
ら
李
鴻
章
の
部
下
と
し
て
成
長
し
て
き
た
買
力
者
で
あ
る
。

そ
し
て
彼
の
「
行
述
」
に
よ
る
と
、
彼
は
パ
ト
ロ
ン
李
鴻
章
の
行
政

面
を
措
首
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
資
金
面
を
措
首
し
て
き
た
。
彼

の
資
金
網
は
、
江
南
の
郷
紳
層
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
も

う

一
つ
の
資
金
網
で
あ
る
瞳
商
と
の
閥
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が

少
く
と
も
李
鴻
章
が
こ
の
資
金
網
を
握
っ
て
い
た
ζ

と
だ
け
は
確
貰

で
あ
る
。
徐
潤
の
「
自
叙
年
譜
」

(
二
四
葉
)
に
、
光
緒
二
年

月
二
四
日
付
の
李
鴻
章
が
唐

・
徐
に
興
え
た
手
識
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
に
、
さ
き
に
(
旗
昌
買
収
の
資
金
と
し
て
)
雨
准
盟
商

目
下
南
省
の
災
害
義
摘
の
た

め
瞳
商
か
ら
巨
資
を
集
め
た
と
と
ろ
な
の
で
、
堕
商
も
力
つ
き
て
い

か
ら
股
分
を
集
め
よ
う
と
考
え
た
が
、

て
招
商
局
の
商
股
出
資
を
張
令
し
難
い

と
い
っ
て
い
る
一
節
が
あ

り
、
こ
れ
に
て
李
と
盟
商
と
の
閥
係
は
推
察
が
つ
く
と
思
う
。
疑
問

貼
の
第
二
は

王
先
謙
が
唐
と
盛
と
を
共
に
弾
劾
し
た
ζ

と

ま
た

第
三
に
は
、
劉
が
極
力
盛
を
非
難
し
て
唐
を
熊
護
し
、
李
は
極
力
盛
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を
鶴
間
護
し

か
と
い
っ
て
唐
を
さ
ほ
ど
非
難
し
て
も
い
な
い
ζ

と

で
あ
る
。

王
先
謙
が
唐
・
盛
の
克
酷
慨
を
強
硬
に
主
張
す
る
の
は

，.. 
'-

の
二
人
が
貰
力
者
で
あ
っ
た
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
が
、

そ
の
一
一袋
面
に

は
北
洋
の
勢
力
を
招
商
局
か
ら
排
除
し
よ
う
と
い
う
思
惑
が
、

王
先

謙
自
身
が
そ
う
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
際
し
き
れ
な

い
よ
う
に
感
じ
る
の
で
あ
る
。
李
が
盛
を
鶴
間
護
し
、
劉
が
唐
を
縛
護

す
る
の
は
、
北
洋
と
南
洋
と
の
封
立
か
ら
考
え
、
ま
た
上
述
の
統
属

閥
係
か
ら
み
て
嘗
然
の
ζ

と
で
あ
る
。
李
が
唐
を
さ
ほ
ど
非
難
し
な

い
こ
と
も
、
贋
東
買
緋
の
勢
力
を
李
が
と
の
頃
か
ら
利
用
し
よ
う
と

考
え
て
い
た
貼
か
ら
み
て
十
分
に
う
な
ず
け
る
。

葉
廷
容
の
排
斥
事
件
で
あ
る
。

ζ

の
問
題
も
真
相
は
全
く
わ
か
ら
な

つ
ぎ
の
疑
問
貼
は

唱

i
n
w
u
 

い
。
た
だ
筆
者
の
興
味
を
ひ
く
の
は
、
葉
は
そ
れ
ま
で
漕
運
を
受
け

も
っ
て
い
た
朱
其
昂
の
死
の
直
後
に
入
局
し
、
強
く
潜
運
専
排
を
希

望
し
た
勲
、

ζ

れ
に
成
功
し

な
か
っ
た
勲
で
あ
る
。
漕
運
す
な
わ
ち
船
商
も
李
の
資
金
網
の
一
つ

そ
し
て
彼
の
希
望
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ζ

れ
を
握
ろ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
葉
廷
巻
を
李
が
あ

ま
り
よ
く
い
わ
ず
、
逆
に
劉
が
極
力
推
賞
し
て
い
る
の
は
何
故
で
あ

で
あ

っ
た
。

る
か
、
な
お
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。

招
商
局
の
旗
昌
公
司
買
枚
事
件
は
、
事
件
そ
の
も
の
と
し
て
は
、

さ
ほ
ど
重
太
な
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
ぬ
。

し
か
し

ζ

の
事
件
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ひ
と
つ
在
と
っ
て
み
て
も
、
招
商
局
を
め
ぐ
る
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
の

事
情
が
浮
び
上
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

楊
聯
陸
教
授
の
講
師
滋
師
説
に
つ
い
て

わ
た
く
し
は
さ
き
に
本
容
第
一

・
二
放
に
お
い
て
『
西
貌
計
帳
戸
籍
に
お

け
る
課
と
税
の
意
義
』
(
上
)
(
下
)
を
掲
載
し
た
。
本
論
は
敦
爆
裂
見
ス
タ

イ
γ
漢
文
文
書
第
六
二
ニ
腕
の
記
事
の
な
か
で
、
劉
文
成
戸
に
お
け
る
二
律

背
反
(
一
戸
全
員
不
謀
口
で
あ
り
な
が
ら
、
戸
全
髄
と
し
て
は
課
戸
と
な
っ

て
い
る
事
質
)
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
本

文
書
中
に
お
け
る
碍
防
・
防
閤
等
の
雑
任
役
の
内
容
は
、
本
論
に
と
っ
て
必

須
の
問
題
で
は
な
い
か
ら
、
し
ば
ら
く
論
外
に
お
く
こ
と
と
し
た
。
と
こ
ろ

が
先
般
、
拙
論
が
は
か
ら
ず
も
ハ

l
パ
l
ト
大
皐
の
楊
聯
陸
教
授
の
自
に
と

ま
り
、
京
都
大
撃
の
宮
崎
市
定
教
授
を
遁
じ
て
次
の
鮎
に
つ
い
て
御
指
摘
を

う
け
た
。
す
な
わ
ち
付
拙
論
の
論
旨
に
は
同
意
で
あ
る
が
、
同
楊
氏
が
さ
き

に
清
華
聞
学
報
・
新
一
答
・
第
一
期
に
掲
載
さ
れ
た
「
輿
曾
我
部
数
援
諭
謀
役

書
」
(
一
九
五
六
年
六
月
)
に
お
い
て
右
文
書
中
の
議
附
を
獄
師
と
鎖
む
べ

く
、
ま
た
同
六
丁
兵
品
川
人
の
う
ち
「
乗
二
人
」
を
「
像
二
人
」
と
す
べ
き
こ
と

を
の
べ
た
が
、
拙
論
は
こ
れ
に
ふ
れ
て
い
な
い
。
以
上
三
鮎
で
あ
る
。
そ
こ

で
わ
た
く
し
は
早
速
、
楊
先
生
宛
、
わ
た
く
し
が
こ
れ
に
ふ
れ
な
か
っ
た
理

由
、
お
よ
び
そ
の
他
に
つ
い
て
愚
見
を
申
述
、
へ
、
錫
先
生
よ
り
重
ね
て
御
返

事
を
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
「
乗
二
人
」
を
「
倹
二
人
」

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
留
保
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
掲
附
揃
畑
師
設
に
つ

い
て
は
確
信
を
も
た
れ
、
そ
の
論
援
を
提
示
さ
れ
た
。
わ
た
く
し
は
早
速
、

中
園
・
日
本
の
古
文
書
を
検
討
し
た
結
果
、
傷
先
生
の
見
解
の
正
し
い
こ
と

を
知
る
と
と
も
に
、
本
文
書
の
雑
任
役
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
邦
で
は
専

}
 -

(
 

)
 

。6(
 

町
内
E
M
H
J司
町
一
円
}内
巾
円
・

0
司
・

2
H
-
H
V
-
H
O
寸

も
う

一
つ
は
外
図
と
の
交
渉
の
面
を
捻
賞
し
た
乙
と
。

論
も
な
く
、
今
後
、
色
役
の
研
究
に
は
是
非
参
考
す
べ
き
事
項
で
あ
る
と
考

え
る
の
で
、
こ
の
際
、
本
放
の
徐
白
を
か
り
、
拙
論
の
補
正
を
も
か
ね
て
、

楊
氏
の
高
見
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。
(
楊
先
生
、
諒
承
済
)

ω鳴
附
の
「
掲
」
に
つ
い
て
、

付
羅
振
胡
茸
・
羅
振
玉
輯
、
増
訂
碑
別
字
省
五
に
よ
れ
ば
、
市
旭
・
猶
・
猶
は

共
通
の
文
字
で
あ
る
。
口
ま
た
同
右
に
よ
れ
ば
、
勝
・
脇
・
腐

・
醐胴

・
脳臓は

共
通
の
文
字
で
あ
る
。

倒
議
附
の
「
怖
」
に
つ
い
て
、

付
大
日
本
古
文
書
三
。
二
四

o
l
一
頁
、
聖
武
天
皇
施
入
勅
願
文
(
天
卒

威
費
元
年
間
五
月
二
十
日
)
に
よ
れ
ば
、
正
一
位
行
左
大
臣
粂
大
宰
肺
橘
宿

禰
諸
兄
と
あ
る
太
宰
姉
は
太
宰
師
の
異
字
で
あ
り
、
口
増
訂
碑
別
字
倉
一
に

よ
れ
ば
、
飾
・
肺
・
附
・
師

・
師
・
師
は
共
通
の
文
字
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て

ωの
H
・
口
に
よ
っ
て
掃
は
獄
と
讃
め
、
倒
の
付

・
口
に
よ

っ
て
附
は
師
と
讃
め
る
。
そ
こ
で
ス
タ
イ
ン
文
書
の
得
附
を
狼
師
と
讃
み
、

こ
れ
を
雑
色
役
の
一
稽
で
あ
る
魚
師
と
同
類
の
も
の
と
す
る
楊
氏
の
訟
は
成

立
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
践
に
掲
載
し
た
拙
論
の
論
旨
に
直
接

関
係
な
く
、
し
た
が
っ
て
幸
に
こ
れ
に
よ
っ
て
前
論
を
訂
正
す
る
必
要
は
生

じ
な
い
が
、
小
論
の
護
表
を
機
に
楊
先
生
の
古
文
書
に
劃
す
る
該
博
な
知
見

に
接
し
え
た
こ
と
、
お
よ
び
は
る
ば
る
海
外
よ
り
未
熟
な
小
生
に
封
し
御
懇

切
な
教
示
を
賜
わ
っ
た
こ
と
に
謝
し
、
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

一
九
六
一
年
十
一
月

(
西
村
元
佑
)
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Intermarriagesbetween Eminent Families

　　　

in the Northern Sung Dynasty

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｓｈｉt

　

Under the T'ang dynasty the ？eminent men ”■who ■were success-

ful in climbing the social ladders by their ow^n merits tried to make

matrimonial ties■withthe traditional aristocracy, while some of the

declining noble families desired the same from economic　reasons.

Then came the troublous age of the Five Dynasties which destroyed

the ０１ｄaristocracy. Most Sung eminent men who came from the

lo'wrer classes　attempted to　keep 。their families' social　and political

status by choosing able young men for their daughters in marriage.

Such instances are not difficult to find : An Shu, Premier in the Ten-

tsung era, married his daughter to Fu Pi who became ａ premier and

played an important role in negotiations with Liao ； Ou-yang Hsiu゛s

family had matrimonial relations ■withHsueh K'uei and Wu Ch'ing;

Wu Ch'ung's family had close ties by marriage with the families of

such eminent people as Ou-yang Hsiu, Wang An-shin, Lu Kung-chu,

Hsia Sung and Ｍ陥ｎＹｅｎ｡po.

Notes on the History of China Merchants'

　　　　

steam Navigation Company

　　　　　　　

HiｒｏｎａｏＫｉｆａｍｕｒａ

　

In January, 1877, China Merchants' Steam Navigation Company

purchased at the amount of 2, 200,000 Shanghai Tls. Shanghai Steam

Navigation Company which ■was an affiliated company of Russel　＆

Company, resulting in ａ sudden expansion of the former's business,

but this event initiated ａ series of public controversy on the corrup-

tion therein during 1880-81 with Wang Hsien-ch'ien playing an active

part.

　

Memorials to the throne ■were drafted by Liu K'un-i and Li

Hung-chang, relying on the reports of investigation by Liu Jｕi一珀ｎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－２－



and Li Hsing-jui, while the Tungli Yamen made its Ow^n investigation

as the agency in charge of such an affair.　In the　present　article

the different views and standpoints on the affair are analysed, and

attempt is made toｅχplorethe effects of the China Merchants' Steam

Navigation Company affair to its contemporaneous events.

- ３－




